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伊　

海　
　

孝　

充

は
じ
め
に

謡
本
は
特
殊
な
本
で
あ
る
。
能
の
内
容
や
文
言
を
知
る
た
め
に
は
謡
本
を
読
む
が
、
厳
密
に
言
え
ば
こ
の
本
は
読
み
物
で
は
な
い
。
謡

の
稽
古
の
た
め
の
謡
本
は
楽
譜
の
一
種
で
あ
る
が
、
最
初
に
記
さ
れ
た（
刻
さ
れ
た
）節
だ
け
で
は
十
分
に
楽
譜
の
機
能
を
果
た
し
て
い
な

い
こ
と
が
多
い
。
こ
の
本
を
研
究
し
よ
う
と
す
る
時
、
他
の
書
籍
と
同
じ
よ
う
に
扱
え
な
い
要
素
は
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
謡
本
は
他
の
書
籍
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
、
研
究
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
ど
の
書
物
で
も
、
特
定
の
分
野
の
中
で
そ
の

特
質
が
追
究
さ
れ
る
が
、
謡
本
は
そ
の
孤
立
性
が
際
立
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
顕
著
な
例
が
光
悦
謡
本
で
あ
る
。
光
悦
流
書
体
の
古

活
字
で
印
刷
さ
れ
る
本
文
、
表
紙
や
本
文
料
紙
に
雲
母
刷
模
様
を
も
つ
意
匠
、
こ
う
し
た
特
徴
は
「
嵯
峨
本
」
と
呼
ば
れ
る
書
物
群
と
一

致
す
る
が
、
謡
本
だ
け
が
「
光
悦
謡
本
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
呼
称
一
つ
を
と
っ
て
も
、
謡
本
の
特
殊
性
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
光
悦
謡
本
も
嵯
峨
本
も
同
じ
手
法
で
作
ら
れ
た
書
物
で
あ
る
。
ま
た
、
両
者
と
も
、
大
陸
か
ら
伝
わ
っ
た
技
術
を
も
と
に
花

開
い
た
出
版
文
化
の
中
で
誕
生
し
た
書
物
で
あ
る
。
嵯
峨
本
と
光
悦
謡
本
と
の
間
に
強
固
な
影
響
関
係
が
あ
る
こ
と
を
認
め
な
い
方
が
難

し
い
だ
ろ
う
。
本
稿
は
、
近
年
の
嵯
峨
本
研
究
の
成
果
に
学
び
な
が
ら
、
光
悦
謡
本
の
特
質
を
再
検
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
う
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す
る
こ
と
で
、
従
来
の
謡
本
の
捉
え
方
を
見
直
す
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
光
悦
謡
本
の
〈
本
〉
と
し
て
の
特
殊
性
を
よ
り
浮
き
彫

り
に
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

具
体
的
に
、
本
稿
で
考
え
た
い
こ
と
は
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

１　

光
悦
謡
本
の
組
版
と
分
類
の
問
題

２　

刊
行
年
の
問
題

３　

刊
行
者
の
問
題

以
下
、
嵯
峨
本
研
究
・
光
悦
謡
本
研
究
の
定
説
を
確
認
し
な
が
ら
、
こ
の
三
点
を
再
検
討
し
て
み
た
い
。

一
、
光
悦
謡
本
の
分
類
の
問
題
点

江
戸
時
代
か
ら
「
嵯
峨
本
」「
角
蔵（
倉
）本
」「
光
悦
本
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
版
本
群
は
、
近
代
に
な
っ
て
本
格
的
に
研
究
が
始
ま
り
、

そ
の
種
の
全
容
を
把
握
す
る
た
め
に
、
複
数
の
研
究
者
に
よ
っ
て
定
義
と
分
類
が
試
み
ら
れ
た
。
和
田
維
四
郎
『
嵯
峨
本
考
』（
審
美
書
院
、

一
九
一
六
年
）で
は
、
広
義
の
嵯
峨
本
は
光
悦
が
版
下
を
書
き
刊
行
し
た
本
、
狭
義
の
嵯
峨
本
は
光
悦
の
書
風
に
倣
っ
て
角
倉
素
庵
が
刊
行
し

た
本
と
分
類
さ
れ
た
。
そ
れ
を
批
判
し
た
川
瀬
一
馬
は
嵯
峨
本
を
「
光
悦
が
自
ら
版
下
を
書
き
、
其
の
装
潢
に
美
術
的
な
意
匠
を
施
し
た

も
の
、
並
び
に
光
悦
の
書
風
装
潢
等
の
影
響
を
頗
る
豊
富
に
具
備
す
る
刻
書
」
と
定
義
し
て
い
る（『
古
活
字
版
之
研
究
』
安
田
文
庫
、
一
九
三
七
年
。
後

増
補
版（
日
本
古
書
籍
商
協
会
、
一
九
六
七
年
））。
こ
れ
ら
の
研
究
の
中
で
は
、『
伊
勢
物
語
』『
徒
然
草
』
な
ど
の
国
文
学
書
な
ど
の
中
に
観
世
流
謡
本

（
現
在
「
光
悦
謡
本
」
と
呼
ば
れ
る
本
）も
含
ま
れ
て
お
り
、
名
称
も
す
べ
て
「
嵯
峨
本
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
の
嵯
峨
本
研
究
は
別
に
、
謡
本
に
特
化
し
た
研
究
に
、
高
安
六
郎
『
光
悦
の
謡
本
』（
檜
書
店
、
一
九
五
七
年
）な
ど
も
あ
る
。

「
嵯
峨
本
」
の
謡
本
群
は
、
装
丁
・
料
紙
の
色
・
料
紙
の
雲
母
摺
模
様
な
ど
に
顕
著
な
差
異
が
あ
る
の
で
、
先
行
研
究
も
そ
れ
ら
に
注



25　光悦謡本帖装本再検�─版式・分類・刊年・刊行者の諸問題─

目
し
て
分
類
し
て
い
る
。
和
田
は
帖
装
本
を
料
紙
の
模
様
の
有
無
で
二
種
に
分
け
、
そ
れ
に
袋
綴
本
を
加
え
、
合
計
三
種
に
分
類
し
て
い

る
が
、
さ
ら
に
詳
細
な
分
析
を
加
え
た
高
安
は
五
分
類
、
川
瀬
は
八
分
類
で
把
握
し
て
お
り
、
長
ら
く
川
瀬
分
類
と
そ
の
名
称
が
、
学
界

だ
け
で
な
く
一
般
的
に
も
流
布
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
一
変
さ
せ
た
の
が
表
章
の
研
究
で
あ
っ
た
。
表
は
こ
れ
ら
の
謡
本
を
本
阿
弥
光
悦
や
角
倉
素
庵
が
刊
行
し
た
確
証
が

な
い
こ
と
な
ど
を
根
拠
に
、「
版
下
が
光
悦
流
の
書
体
で
書
か
れ
て
い
る
」
と
い
う
意
で
「
光
悦
謡
本
」
と
呼
ぶ
べ
き
だ
と
主
張
し
、
こ

の
謡
本
を
以
下
の
よ
う
に
定
義
づ
け
て
い
る（
表
章
・
江
島
伊
兵
衛
『
図
説　

光
悦
謡
本
』
有
秀
堂
、
一
九
七
〇
年
）。

１
江
戸
初
期
刊
行
の
古
活
字
版
の
謡
本
で
あ
る
こ
と
。

２
活
字
書
体
が
い
わ
ゆ
る
光
悦
流
で
あ
る
こ
と
。

３
本
の
大
き
さ
が
大
版
の
半
紙
本
で
あ
る
こ
と
。

４
内
容
が
江
戸
初
期
の
観
世
流
の
本
文
・
節
付
で
あ
る
こ
と
。

５
表
紙
ま
た
は
料
紙
に
雲
母
模
様
が
あ
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
但
し
雲
母
模
様
が
無
く
と
も
１
～
４
の
条
件
を
揃
え
た
本
を
含
め

る
。

こ
の
よ
う
な
定
義
に
基
づ
き
、
光
悦
謡
本
を
十
七
種
に
分
類
し
て
い
る
。
こ
の
分
類
は
、
ま
ず
綴
葉
装
と
袋
綴
の
二
種
に
分
類
し
、
前
者

を
本
文
料
紙
に
厚
手
の
斐
紙
を
用
い
る
「
上
製
本
」、
そ
の
料
紙
に
雲
母
摺
模
様
が
あ
る
「
特
製
本
」、
色
替
り
料
紙
を
用
い
る
「
色
替
り

本
」
の
三
種
に
分
け
、
さ
ら
に
版
式
な
ど
の
差
異
に
拠
り
細
分
化
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
袋
綴
本
も
同
様
の
方
法
で
分
類
し
て
い
る

（
こ
の
分
類
を
以
下
「
表
分
類
」
と
呼
ぶ
）。
表
は
、
こ
の
よ
う
に
分
類
す
る
こ
と
で
異
な
る
版
式
の
本
が
出
現
し
て
も
、
こ
の
体
系
の
中

に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
が（
前
掲
書
）、
実
際
竹
本
幹
夫
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
た
新
種
本
は（「
新
収
貴
重
書
紹
介　

光
悦
謡
本

袋
綴
別
製
新
種
本
」『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
四
六
号
、
一
九
九
九
年
三
月
）、
表
分
類
の
中
に
違
和
感
な
く
収
ま
っ
て
い
る
。
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こ
の
表
分
類
は
綿
密
な
調
査
に
基
づ
く
、
強
度
の
高
い
も
の
で
あ
り
、
稿
者
も
基
本
的
に
は
こ
の
研
究
に
従
っ
て
い
る
が
、
些
細
な
問

題
提
起
を
試
み
て
み
た
い
。
そ
れ
は
表
分
類
に
お
け
る
異
版
本
・
異
植
字
本
の
考
え
方
で
あ
る
。
表
分
類
に
は
、
特
製
本
に
一
種
の
異
植

字
本
、
上
製
本
に
一
種
ず
つ
の
異
植
字
本
・
異
版
本
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
特
製
異
植
字
本
は
「
姨
棄
」
一
冊
、
上
製
異
植
字
本
は
「
紅

葉
狩
」「
江
口
」「
邯
鄲
」（
二
種
）「
山
婆
」
五
冊
、
上
製
異
版
本
は
「
関
寺
小
町
」
一
冊
で
あ
る
。
表
の
調
査
に
お
い
て
も
こ
れ
だ
け
の

異
植
字
本
・
異
版
本
し
か
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
光
悦
謡
本
の
各
種
は
基
本
的
に
同
版
本
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、

古
活
字
本
は
摩
滅
の
激
し
い
木
活
字
を
並
べ
る
印
刷
法
だ
け
に
、
異
版
本
・
異
植
字
本
が
生
じ
て
当
然
で
あ
る
と
い
う
一
面
が
あ
る
。
そ

う
し
た
古
活
字
版
の
光
悦
謡
本
に
、
異
版
本
・
異
植
字
本
と
い
う
分
類
が
必
要
な
の
か
、
と
い
う
点
に
疑
問
が
あ
る
。

ま
た
、
近
年
著
し
く
進
展
し
て
い
る
嵯
峨
本
研
究
で
は
、「
部
分
異
植
字
版
」
と
い
う
特
徴
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
高
木
浩
明
は
、
嵯

峨
本
『
伊
勢
物
語
』
の
組
版
を
詳
細
に
調
査
し
、
欠
損
な
ど
で
は
な
く
意
図
的
に
活
字
を
組
み
替
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
ま
る
で

活
字
パ
ズ
ル
の
よ
う
に
、
上
下
で
活
字
を
さ
し
か
え
て
い
る
。
こ
こ
は
植
字
工
の
遊
び
心
が
か
い
ま
見
え
る
よ
う
で
も
あ
る
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
例
は
何
も
『
伊
勢
物
語
』
だ
け
に
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
他
の
嵯
峨
本
に
も
見
受
け
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る（「
嵯
峨
本

『
伊
勢
物
語
』
の
書
誌
的
考
察（
上
）　
（
下
）」『
ビ
ブ
リ
ア
』
一
二
二
・
一
二
三
号
、
二
〇
〇
四
年
十
月
・
二
〇
〇
五
年
五
月
。『
中
近
世
移
行
期
の
文
化
と
古
活
字
版
』（
勉
成
出
版
、
二
〇
二
〇
年
）所

収
）。
さ
ら
に
、
精
密
な
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
用
い
て
、
こ
の
『
伊
勢
物
語
』
を
分
析
し
た
鈴
木
広
光
は
「
嵯
峨
本
『
伊
勢
物
語
』
の
制
作

の
あ
り
方
は
、
必
ず
し
も
同
一
物
の
大
量
複
製
を
目
的
と
は
し
て
い
な
い
と
い
う
点
で
、
私
た
ち
が
印
刷
・
出
版
に
抱
く
通
念
と
は
大
き

く
異
な
る
。
つ
ま
り
、
一
点
物
の
工
芸
品
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
書
物
が
こ
の
よ
う
に
制
作
さ
れ
、
扱
わ
れ
る

文
化
的
な
背
景
や
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
「
印
刷
」
さ
れ
た
の
か
と
い
っ
た
根
本
的
な
問
題
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
重
要
な

問
題
提
起
を
し
て
い
る（「
嵯
峨
本
『
伊
勢
物
語
』
の
活
字
と
組
版
」（『
近
世
文
藝
』
八
四
号
、
二
〇
〇
六
年
七
月
。
後
、『
日
本
活
字
印
刷
史
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
）所

収
）。
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高
木
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
部
分
異
植
字
版
は
『
伊
勢
物
語
』
以
外
の
嵯
峨
本
に
も
見
ら
れ
る
も
の
な
の
で
、
そ
れ
が

謡
本
に
も
あ
る
の
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
表
の
研
究
で
は
わ
ず
か
な
異
植
字
本
し
か
報
告
さ
れ
て
い
な
い
が
、
す
べ
て
の

伝
本
が
精
査
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
異
植
字
本
・
異
版
本
の
様
相
を
再
検
討
す
る
こ
と
が
、
光
悦
謡
本
研
究
を
一
歩
進
め
る
こ
と
に
な

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
、
特
製
本
の
異
植
字
版

前
述
の
よ
う
に
、
表
分
類
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
異
版
本
・
異
植
字
版
は
上
製
本
に
六
帖
、
特
製
本
に
一
帖
の
み
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、

表
の
研
究
は
鴻
山
文
庫
本
の
精
査
を
中
心
と
す
る
た
め
、
さ
ら
に
他
伝
本
を
調
査
す
る
こ
と
で
、
他
の
異
版
本
・
異
植
字
本
が
発
見
で
き

る
可
能
性
が
高
く
、
表
も
そ
れ
を
示
唆
し
て
い
る
。
問
題
は
そ
れ
が
ど
れ
く
ら
い
の
量
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
報
告
さ
れ
て
い
る
異
植
字

本
・
異
版
本
と
は
性
格
の
異
な
る
も
の
が
出
現
す
る
か
否
か
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
以
下
の
伝
本
を
精
査
し
た
。

【
特
製
本
】
鴻
山
文
庫
本
・
東
洋
文
庫
本
・
観
世
文
庫
本
・
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
本
・
檜
書
店
本

【
上
製
本
】
鴻
山
文
庫
本
・
檜
書
店
本
・
檜
書
店
蔵
鍋
島
家
旧
蔵
本

【
色
替
り
本
】
鴻
山
文
庫
本
・
東
洋
文
庫
本
・
国
会
図
書
館
本
・
諫
早
市
立
図
書
館
蔵
本
・
檜
書
店
本

基
本
的
に
全
帖
の
比
較
を
行
な
っ
た
が
、
ま
ず
特
製
本
と
色
替
り
本
の
異
版
・
異
植
字
箇
所
に
注
目
す
る
。

〔
特
製
本
〕

ａ　

鴻
山
文
庫
「
蟻
通
」
１
丁
裏
２
行
「
や
る
」
が
異
な
る
。
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ｂ　

伊
達
本
「
う
と
ふ
」
８
丁
表
裏
が
異
版
。

ｃ　

鴻
山
文
庫
本
「
卒
都
婆
小
町
」
13
丁
裏
２
行
「
に
」
が
異
な
る
。

ｄ　

鴻
山
文
庫
本
「
花
筐
」
14
丁
裏
３
行
「
か
に
」
が
異
な
る
。

ｅ　

鴻
山
文
庫
本
「
氷
室
」
13
丁
表
６
行
「
傳
へ
傳
へ
」
が
異
な
る
。

ｆ　

伊
達
本
「
紅
葉
狩
」
８
丁
表
１
行
「
る
」
が
異
な
る
。

ｇ　

伊
達
本
「
盛
久
」
12
丁
表
裏
・
15
丁
表
裏
が
異
版
。

ｈ　

鴻
山
文
庫
本
「
夕
顔
」
７
丁
表
３
行
「
て
」
が
異
な
る
。

〔
色
替
り
本
〕

ｉ　

国
会
本
「
鸚
鵡
小
町
」
２
丁
表
裏
・
５
丁
表
裏
が
異
版
。

ｊ　

東
洋
文
庫
本
「
春
日
龍
神
」
７
丁
表
７
行
「
と
」
が
異
な
る
。

ｋ　

鴻
山
文
庫
本
と
国
会
本
「
角
田
川
」
７
表
４
行
と
７
行
の
「
候
」
が
逆
。

古
活
字
版
は
木
活
字
を
用
い
る
た
め
、
印
刷
を
重
ね
る
と
活
字
の
摩
滅
が
頻
繁
に
起
こ
る
。
ま
た
、
枠
内
に
木
活
字
を
組
ん
で
印
刷
す

る
た
め
、
何
ら
か
の
事
態
で
一
部
分
の
活
字
が
組
み
替
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ａ
・
ｃ
・
ｄ
・
ｅ
・
ｆ
・
ｈ
・
ｊ
・
ｋ
の
よ
う
な

違
い
は
頻
繁
に
生
じ
る
も
の
で
あ
る
が
、
表
分
類
で
は
、
こ
れ
ら
も
異
植
字
本
と
し
て
別
種
扱
い
と
な
っ
て
い
る
。
表
は
、
次
節
で
論
じ

る
上
製
本
の
異
植
字
本
を
一
紙
全
体
が
異
植
字
と
な
っ
て
い
る
イ（「
紅
葉
狩
」）と
、
少
部
分
の
異
植
に
留
ま
る
ロ（「
江
口
」「
邯
鄲
」（
二

帖
）「
山
婆
」）の
四
帖
）と
二
種
に
分
け
、
後
者
に
つ
い
て
「
ロ
程
度
の
相
違
で
あ
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
上
製
異
植
本
と
し
て
別
種
に
立
て
る
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ほ
ど
の
こ
と
も
無
い
と
言
え
よ
う
。
イ
が
存
在
す
る
の
で
便
宜
上
そ
れ
に
付
属
せ
し

め
て
ロ
の
如
き
細
部
の
異
植
の
存
在
を
指
摘
し
た
が
、
分
類
上
の
上
製
異
植
本
と
し

て
は
イ
の
み
を
掲
出
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
」
と
述
べ
て
い
る（『
図
説　

光
悦
謡

本
』）。
右
で
示
し
た
と
お
り
、
従
来
想
定
さ
れ
て
い
た
よ
り
多
く
の
異
植
字
本
が
存

在
し
、
な
ぜ
生
じ
た
か
判
然
と
し
な
い
異
植
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
の
数

の
異
植
字
本
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
表
が
別
案
と
し
て
示
し
た
通
り
、
ａ
・
ｃ
・

ｄ
・
ｅ
・
ｆ
・
ｈ
・
ｊ
・
ｋ
の
よ
う
な
例
は
古
活
字
版
で
頻
繁
に
生
じ
る
こ
と
と
考

え
、
別
種
扱
い
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

対
し
て
問
題
と
な
る
の
が
、
ｂ
・
ｇ
・
ｉ
の
捉
え
方
で
あ
る
。
こ
の
三
帖
の
う
ち
、

ｂ
・
ｇ
は
表
分
類
の
「
特
製
本
異
植
本
」
に
あ
た
る
。
こ
の
種
は
、
現
在
鴻
山
文
庫

本
・
若
林
正
治
氏
蔵
本
「
姨
棄
」
の
み
し
か
報
告
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
れ
に

「
う
と
ふ
」「
盛
久
」
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
表
分
類
の
手
法
に
従
え
ば
、

ｉ
は
「
色
替
り
本
異
植
本
」
と
な
る
が（【
写
真
１
】）、
表
の
研
究
で
は
そ
う
し
た
種

の
伝
本
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
ｉ（
国
会
図
書
館
蔵
色
替
り
本

「
鸚
鵡
小
町
」）は
表
分
類
に
新
た
な
種
を
加
え
る
一
本
と
な
る
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で

疑
問
が
生
じ
る
。
そ
れ
は
そ
も
そ
も
一
葉
に
全
体
わ
た
っ
て
異
植
字
部
分
が
あ
る

「
異
植
本
」
も
、
一
つ
の
種
と
し
て
扱
う
必
要
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
特
製
本
五
伝
本
、
上
製
本
三
伝
本
、
色
替
り
本
三
伝
本
の
比
較
を
も

【
写
真
１
】

ａ
国
立
国
会
図
書
館
蔵
光
悦
謡
本
色
替
り
本
「
鸚
鵡
小
町
」
２
丁
表

ｂ
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
色
替
り
本
「
鸚
鵡
小
町
」
２
丁
表
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と
に
考
察
し
て
い
る
が
、
未
見
の
伝
本
は
か
な
り
残
っ
て
い
る
。
特
に
上
製
本
は
現
所
在
不
明
の
伝
本
や
所
蔵
先
の
閲
覧
許
可
が
お
り
な

い
本
も
あ
り
、
十
分
な
検
討
が
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。
今
後
さ
ら
に
調
査
伝
本
を
広
げ
て
い
く
と
、
お
そ
ら
く
異
植
字
本
と
呼
び
う
る

伝
本
が
相
当
数
出
現
す
る
と
想
像
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
伝
本
を
す
べ
て
「
異
植
字
本
」
と
し
て
別
種
と
し
て
扱
う
こ
と
が
適
切
で
あ
る

か
ど
う
か
は
、
そ
の
数
と
そ
の
特
徴（
例
え
ば
、
特
製
本
「
姨
棄
」
の
別
の
葉
に
異
植
字
版
が
出
現
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
）を
把

握
し
て
再
考
す
べ
き
だ
ろ
う
。

ま
た
、
単
に
異
植
字
版
が
混
ざ
る
か
ら
別
種
と
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
異
植
字
版
が
な
ぜ
生
じ
た
の
か
と
い
う
点
も
重
要
と
な
る
。

表
は
特
製
本
異
植
本
「
姨
棄
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

全
十
一
丁
の
う
ち
の
第
二
丁
と
第
五
丁
の
表
裏
の
み
が
普
通
本
と
は
別
版
で
あ
る
が
、
該
当
部
分
に
は
普
通
本
に
も
異
植
本
に
も
訂

正
を
必
要
と
す
る
点
は
見
出
し
難
い
か
ら
、
改
訂
の
た
め
の
異
植
で
は
な
い
ら
し
く
、
同
活
字
を
も
使
用
し
て
い
る
か
ら
、
活
字
摩

滅
の
た
め
の
改
版
と
も
思
え
な
い
。
特
製
本
に
限
ら
ず
光
悦
謡
本
は
同
曲
の
別
丁
に
同
一
活
字
が
使
用
さ
れ
て
い
て
、
一
曲
全
体
を

組
版
し
た
上
で
印
刷
し
た
の
で
は
な
く
、
数
丁
分
を
刷
り
終
え
る
た
び
に
解
版
し
、
そ
の
活
字
を
他
の
丁
の
版
に
転
用
し
て
版
を
組

み
、
少
な
い
活
字
を
有
効
に
使
用
し
な
が
ら
印
刷
を
進
め
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
①
そ
の
際
に
た
ま
た
ま
本
書
の
異
版
部
分
の

印
刷
枚
数
が
足
ら
ず
、
後
に
改
め
て
版
を
組
ん
で
刷
り
直
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
②
姨
棄
が
特
製
本
唯
一
の
黄
色
料
紙
で
あ
る
こ

と
が
異
植
字
本
の
生
じ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
し
、
③
ま
た
こ
の
曲
が
い
わ
ゆ
る
三
老
女
の
一
つ
で
、
関
寺
小

町
・
檜
垣
と
並
ん
で
秘
曲
扱
い
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
影
響
も
、
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
は
な
い
。（『
図
説
光
悦
謡
本
』）

こ
の
よ
う
に
、
表
は
①
不
足
分
を
補
っ
た
処
置
、
②
料
紙
の
違
い
、
③
「
姨
棄
」
と
い
う
曲
の
〝
重
さ
〟
の
三
点
か
ら
、
異
植
字
版
が
混

在
す
る
理
由
を
推
測
し
て
い
る
が
、
や
は
り
判
然
と
し
な
い
と
い
う
の
が
結
論
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
今
回
出
現
し
た
特
製
本
異
植
本
が

「
盛
久
」（【
写
真
2
】）「
う
と
ふ
」（【
写
真
3
】）で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
③
の
可
能
性
は
低
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
②
の
料
紙
に
注
目
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【
写
真
２
】

ａ
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
特
製
本
「
盛
久
」
12
丁
表

ｂ
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
特
製
本
「
盛
久
」
12
丁
表

【
写
真
３
】

ａ
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
特
製
本
「
う
と
ふ
」
８
丁
表

ｂ
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
特
製
本
「
う
と
ふ
」
８
丁
表
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す
る
と
、
ｇ
「
盛
久
」
は
明
ら
か
に
鴻
山
文
庫
本
「
姨
棄
」
の
異
植
字
版
と
同
じ
黄
色
料
紙
を
用
い
て
い
る
が
、
ｂ
「
う
と
ふ
」
は
普
通

本
と
同
じ
雲
母
刷
模
様
料
紙
で
あ
る
。
特
製
本
で
は
普
通
本
に
交
じ
る
異
植
字
版
は
、
必
ず
し
も
黄
色
料
紙
を
用
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ

う
だ
が
、
興
味
深
い
の
は
必
ず
表
裏
と
な
る
丁
が
異
植
字
版
と
な
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

ｇ
「
盛
久
」
は
二
括
の
列
帖
装
の
本
で
あ
る
の
で
、
見
開
き
で
12
丁
表
と
15
丁
裏
、
12
丁
裏
と
15
丁
表
と
が
横
並
び
に
な
る
よ
う
に
印

刷
さ
れ
る
が
、
表
の
研
究
に
拠
れ
ば
、
そ
れ
が
表
裏
と
な
る
よ
う
に
貼
り
合
わ
さ
れ
て
綴
ら
れ
て
い
る
。
特
製
本
異
植
本
「
姨
棄
」
も
こ

れ
と
全
く
同
じ
手
法
で
異
植
字
版
が
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
に
黄
色
料
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
表
裏
と
な
る
料
紙
は

貼
り
合
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
一
紙
で
あ
る
こ
と
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
。

ｂ
「
う
と
ふ
」
の
場
合
は
、
８
丁
表
裏
を
刷
る
時
に
横
並
び
と
な
る
13
丁
表
裏
は
印
刷
さ
れ
て
い
な
い
白
紙
で
あ
る
た
め
異
植
箇
所
が

な
い
わ
け
だ
が
、
張
り
合
わ
せ
た
時
に
表
裏
と
な
る
料
紙
が
異
植
字
版
と
な
る
点
は
「
盛
久
」
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
う
と
ふ
」

は
黄
色
料
紙
で
は
な
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
異
植
字
版
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
理
由
は
他
の
二
帖
と
は
異
な
る
よ
う
に
思
え
る
。
伊
達
文

庫
本
「
う
と
ふ
」
は
、
確
か
に
異
植
字
版
を
含
む
本
で
あ
る
が
、
そ
の
異
植
字
箇
所
の
丁
は
、
普
通
本
と
同
一
の
箇
所
も
多
い
の
で
、
黄

色
料
紙
に
刷
ら
れ
た
も
の
と
は
異
な
る
事
情
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
光
悦
謡
本
帖
装
本
に
含
ま
れ
る
異
植
本
は
、
③
の
よ
う
な
そ
の
本
の
特
殊
性
の
表
れ
で
は
な
く
、
①
の
よ
う
な
制
作

上
の
事
情
に
よ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
考
え
る
の
は
、
次
に
み
る
上
製
本
異
植
本
の
例
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

三
、
上
製
本
・
色
替
り
本
の
異
植
字
版

前
述
の
通
り
、
表
分
類
で
は
上
製
本
異
植
本
と
し
て
、
一
紙
全
体
が
異
植
字
版
で
あ
る
「
紅
葉
狩
」（
イ
）と
、
部
分
的
な
異
植
に
留
ま

る
「
江
口
」
他
三
帖（
ロ
）の
二
種
が
存
在
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
ロ
を
別
種
と
す
る
こ
と
に
問
題
が
あ
る
こ
と
は
前
節
指
摘
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し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
す
る
の
は
、
イ
の
本
で
あ
る
。

イ
の
鴻
山
文
庫
本
「
紅
葉
狩
」
は
九
丁
表
裏
・
十
丁
表
裏
の
み
が
他
本
と
別
版
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
両
丁
は
二
括
目
の
真
中
の
料
紙

の
表
裏
と
な
っ
て
お
り
、
特
製
本
異
植
本
と
同
じ
特
徴
を
も
つ
の
だ
が
、
重
要
な
の
は
こ
の
別
版
が
色
替
り
本
と
同
版
で
あ
る
と
い
う
点

で
あ
る
。
表
は
こ
の
よ
う
な
本
が
制
作
さ
れ
た
理
由
と
し
て
「
上
製
本
紅
葉
狩
が
一
枚
不
足
し
た
の
を
、
後
に
刊
行
さ
れ
た
色
替
り
本
の

同
じ
丁
で
補
っ
た
も
の
ら
し
い
。
こ
う
し
た
本
の
存
在
は
、
上
製
本
と
色
替
り
本
と
が
同
一
関
係
者
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
を
示
す

も
の
と
言
え
よ
う
」
と
述
べ
て
い
る（『
図
説
光
悦
謡
本
』）。
上
製
本
が
刊
行
さ
れ
た
後
、
色
替
り
本
が
刊
行
さ
れ
た
と
い
う
定
説
に
従
え
ば
、

こ
の
よ
う
に
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
を
再
考
す
べ
き
材
料
も
あ
る
。
そ
れ
が
従
来
報
告
さ
れ
て
い
な
い
色
替
り
異
植
本
の

存
在
で
あ
る
。

色
替
り
本
に
も
異
植
本
と
呼
び
う
る
本
が
存
在
す
る
こ
と
は
前
節
に
指
摘
し
た
が
、
こ
れ
以
外
に
も
色
替
り
本
の
一
部
の
丁
に
上
製
本

と
同
版
が
交
じ
る
異
植
本
が
複
数
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

ｌ　

檜
書
店
本
「
道
明
寺
」
10
丁
表
裏
・
13
丁
表
裏
が
上
製
本
と
同
版
。

ｍ　

東
洋
文
庫
本
「
ぬ
え
」
２
丁
表
裏
・
５
丁
表
裏
が
上
製
本
と
同
版
。

ｎ　

鴻
山
文
庫
本
「
藤
戸
」
８
丁
表
裏
が
上
製
本
と
同
版
。

ｏ　

国
会
本
・
東
洋
文
庫
本
「
通
盛
」
３
丁
表
裏
・
４
丁
表
裏
が
上
製
本
と
同
版
。

ｐ　

檜
書
店
本
「
山
う
は
」
４
丁
表
裏
・
５
丁
表
裏
・
13
丁
表
裏
・
14
丁
表
裏
が
上
製
本
と
同
版
。

今
回
の
調
査
で
発
見
し
た
の
は
こ
の
五
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
調
査
範
囲
を
広
げ
れ
ば
数
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
上
製
本
の
調



34

査
が
十
分
に
進
ん
で
い
な
い
が
、
こ
の
異
植
本
は
色
替
り
本
の
方
が
多
い
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

上
製
本
に
色
替
り
本
の
版
が
交
じ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
逆
の
例
も
複
数
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
表
が
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
両
者
は
同

じ
刊
行
者
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
先
後
関
係
に
聊
か
疑
問
が
生
じ
る
。
表
は
上
製
本
が
先
に
制
作
さ
れ
、
そ
の
不

足
分
を
後
出
の
色
替
り
本
の
版
で
補
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
が
、
色
替
り
本
に
交
じ
る
上
製
本
は
い
ず
れ
も
色
替
り
料
紙
に
印
刷
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
上
製
本
製
作
時
の
残
部
を
色
替
り
本
に
転
用
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
帖
装
本
各
種
の
先
後
関
係
に

つ
い
て
は
後
節
で
改
め
て
検
討
す
る
が
、
こ
の
異
植
本
の
存
在
は
上
製
本
と
色
替
り
本
は
制
作
時
期
が
か
な
り
重
な
っ
て
い
る
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
う
考
え
る
の
は
、「
う
き
ふ
ね
」
の
例
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
表
の
研
究
で
は
上
製
本
異
版
本
と
し
て
、
鴻
山
文
庫
本
「
関
寺
小
町
」

の
み
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
鍋
島
家
旧
蔵（
現
檜
書
店
蔵
）本
「
う
き
ふ
ね
」
が
、
他
の
上
製
本
と
比
べ
て
全
丁
に
わ
た
っ
て
異
版
と

な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
報
告
し
た
こ
と
が
あ
る（
伊
海
『
角
倉
一
族
と
そ
の
時
代
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
五
年
）第
六
部
「
嵯
峨
本
と
古
活
字
」
第
三
章
「
謡
本

嵯
峨
本
」）。
こ
の
異
版
本
が
色
替
り
本
の
一
部
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

色
替
り
本
「
う
き
ふ
ね
」
を
改
め
て
分
析
し
て
み
る
と
、（
ア
）国
会
図
書
館
本
・
天
理
図
書
館
本
と（
イ
）檜
書
店
本
の
二
種
の
版
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。（
ア
）と（
イ
）を
比
べ
る
と
、
全
丁
に
わ
た
っ
て
異
版
で
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
２
丁
表
裏
と
３
丁
表
裏
の
み
が
異
版

と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、（
ア
）は
こ
の
２
丁
表
裏
・
３
丁
表
裏
の
み
が
、
鍋
島
家
旧
蔵
上
製
本
異
版
本
の
当
該
箇
所
と
同
版
と
い
う
関

係
に
あ
る（【
写
真
４
】）。
今
回
の
調
査
で
は
、
色
替
り
本
「
う
き
ふ
ね
」
は
こ
の
三
伝
本
し
か
調
査
で
き
て
い
な
い
た
め
、（
ア
）と（
イ
）

の
ど
ち
ら
が
色
替
り
本
本
来
の
版
で
、
ど
ち
ら
が
「
異
版
」
に
な
る
の
か
判
然
と
し
な
い
。
上
製
本
異
版
本
と
同
版
の（
ア
）の
方
が
、
異

版
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
の
伝
本
の
方
が
多
い
と
い
う
点
が
怪
訝
で
あ
る
。（
ア
）（
イ
）と
も
色
替
り
料
紙
で
は
な
い
よ

う
な
の
で
、
も
う
少
し
多
く
の
伝
本
を
調
査
す
る
と
、
新
た
な
版
が
出
現
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、「
う
き
ふ
ね
」
は
上
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【
写
真
４
】

ａ
檜
書
店
蔵
光
悦
謡
本
上
製
本
「
う
き
ふ
ね
」
２
丁
表

ｂ
檜
書
店
蔵
鍋
島
家
旧
蔵
光
悦
謡
本
上
製
本
「
う
き
ふ
ね
」
２
丁
表

ｃ
国
立
国
会
図
書
館
蔵
光
悦
謡
本
色
替
り
本
「
う
と
ふ
」
２
丁
表

ｄ
檜
書
店
蔵
光
悦
謡
本
色
替
り
本
「
う
き
ふ
ね
」
２
丁
表
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製
本
と
色
替
り
本
に
ま
た
が
り
、
非
常
に
複
雑
な
関
係
に
あ
る
。

そ
も
そ
も
上
製
本
と
色
替
り
本
は
か
な
り
の
頻
度
で
同
一
活
字
が
同
一
箇
所
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
非
常
に
緊
密
な
関
係
が
あ
る
。
さ

ら
に
、
両
種
の
異
版
本
・
異
植
本
が
何
ら
か
の
影
響
関
係
の
も
と
制
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
両
種
は
ま
る
で
同
一
時
期
に

同
工
房
で
制
作
さ
れ
て
い
た
か
の
よ
う
に
考
え
た
く
な
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
現
象
は
す
べ
て
の
曲
に
見
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
一

部
の
曲
に
の
み
見
ら
れ
る
こ
と
、
上
製
本
も
色
替
り
本
も
あ
る
程
度
の
期
間
に
わ
た
っ
て
制
作
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
念
頭

に
置
く
と
、
ま
っ
た
く
制
作
時
期
が
重
な
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
以
上
に
そ
の
時
期
は
接
近
し
て

い
る
と
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
に
、
光
悦
謡
本
帖
装
本
三
種
の
異
版
本
・
異
植
本
の
特
徴
に
つ
い
て
分
析
し
て
き
た
。
先
行
研
究
で
は
、
こ
う
し
た
種
が

生
ま
れ
た
理
由
は
不
明
と
な
っ
て
い
た
が
、
表
の
研
究
で
は
「
姨
棄
」「
関
寺
小
町
」
と
い
っ
た
老
女
物
の
曲
位
の
重
さ
に
つ
い
て
も
指

摘
し
て
い
る
。
も
し
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
他
が
嵯
峨
本
に
見
ら
れ
た
一
点
物
の
工
芸
品
を
作
る
よ
う
な
創
作
意
図
に
通
ず
る
よ
う
な
発
想

が
、
光
悦
謡
本
に
も
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
ま
で
見
た
よ
う
に
、
今
回
見
つ
か
っ
た
異
版
本
が
「
う
き
ふ
ね
」
な
ど
で
あ
る
こ

と
、
異
植
本
の
数
が
か
な
り
多
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
異
版
本
・
異
植
本
に
何
か
特
別
な
主
張
が
あ
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
異
植
本
の

異
植
箇
所
を
見
て
も
、
そ
の
箇
所
だ
け
を
際
立
た
せ
る
意
図
が
あ
っ
た
と
も
思
え
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
謡
愛
好
家
に
は
独
自
の
〝
思
い
入

れ
〟
も
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
こ
こ
に
一
点
物
を
作
る
と
い
う
意
識
が
な
か
っ
た
と
は
断
言
で
き
な
い
が
、
今
回
の
調
査
を
踏
ま
え
る
と
制

作
上
の
都
合
と
考
え
た
方
が
自
然
だ
ろ
う
。

そ
う
考
え
た
場
合
、
光
悦
謡
本
の
異
版
本
・
異
植
本
は
、
嵯
峨
本
『
伊
勢
物
語
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
「
部
分
異
植
字
版
」
と
は
異
な
る

考
え
・
方
向
性
の
も
と
で
制
作
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。『
伊
勢
物
語
』
な
ど
は
わ
ざ
わ
ざ
他
本
と
異
な
る
よ
う
に
制
作
す
る
一
点
物
の
工

芸
品
で
あ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
光
悦
謡
本
は
よ
り
効
率
的
な
制
作
を
優
先
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
一
部
の
丁
の
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不
足
が
生
じ
た
時
、
よ
り
入
手
し
や
す
い
も
の
を
利
用
し
制
作
す
る
。
こ
う
し
た
制
作
姿
勢
は
、『
伊
勢
物
語
』
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。

光
悦
謡
本
は
百
番
程
度
を
一
揃
し
た
場
合
は
、
他
の
嵯
峨
本
よ
り
も
か
な
り
大
部
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
手
間
の
か
か
る
本
の
制
作
で
は
、

一
つ
の
版
で
で
き
る
限
り
多
く
の
版
を
刷
り
、
不
足
が
生
じ
た
り
制
作
上
の
事
故
が
生
じ
た
場
合
、
も
っ
と
も
効
率
の
良
い
対
応
を
し
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
て
生
じ
た
の
が
光
悦
謡
本
の
異
版
本
・
異
植
本
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
の
制
作
の
仕
方
と
し
て
極
め

て
当
然
の
対
応
で
あ
る
と
思
う
が
、
嵯
峨
本
の
中
で
は
特
殊
だ
っ
た
と
も
言
え
る
。
光
悦
本
の
異
版
本
・
異
植
本
が
ど
の
よ
う
に
生
じ
た

の
か
と
い
う
問
題
は
、
嵯
峨
本
の
中
の
光
悦
謡
本
の
存
在
を
捉
え
る
た
め
の
、
重
要
な
手
掛
か
り
に
な
り
得
る
。

四
、
光
悦
謡
本
帖
装
本
の
刊
行
年
の
問
題

前
節
で
は
、
異
版
本
・
異
植
本
に
つ
い
て
論
じ
る
中
で
、
上
製
本
と
色
替
り
本
が
従
来
考
え
ら
れ
て
い
る
以
上
に
、
刊
行
時
期
が
重
な

る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
提
起
を
し
た
。
本
節
で
は
帖
装
本
三
種
の
先
後
関
係
を
再
考
し
て
み
た
い
が
、
そ
の
と
き
ま
ず
問
題
と

な
る
の
が
特
製
本
と
上
製
本
の
関
係
で
あ
ろ
う
。

光
悦
謡
本
帖
装
本
の
中
で
、
最
も
早
く
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
は
特
製
本
で
あ
っ
た
。
高
安
は
こ
の
種
に
誤
植
が
多
い
こ

と
を
指
摘
し
、
活
字
印
刷
に
不
慣
れ
だ
っ
た
故
に
生
じ
た
も
の
と
解
釈
し
、
特
製
本
を
光
悦
謡
本
の
嚆
矢
と
定
め（『
光
悦
の
謡
本
』）、
長
ら
く

定
説
化
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
表
は
上
製
本
先
行
説
を
唱
え
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
二
つ
あ
る
。

①
上
製
本
表
紙
の
雲
母
刷
模
様
と
特
製
本
表
紙
・
本
文
料
紙
の
そ
れ
を
比
較
す
る
と
、
前
者
を
も
と
に
後
者
が
制
作
さ
れ
た
と
考
え
た
方

が
自
然
で
あ
る
例
が
多
い
。

②
誤
植
訂
正
箇
所
を
比
べ
る
と
、
正
し
い
文
字
遣
い
に
直
し
て
い
る
特
製
本
の
訂
正
箇
所
が
、
上
製
本
に
反
映
さ
れ
て
お
ら
ず
、
特
製
本
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を
元
に
上
製
本
が
制
作
さ
れ
た
と
は
考
え
が
た
い
。

本
稿
に
お
い
て
、
諸
本
の
模
様
の
比
較
は
写
真
を
主
体
に
行
な
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
た
め
、
同
版
・
異
版
の
判
別
は
困
難
で
あ
っ
た
。

表
の
よ
う
に
原
本
に
よ
る
詳
細
な
比
較
考
察
を
し
て
い
な
い
の
で
、
今
回
は
①
の
見
解
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
は
控
え
た
い
。

本
稿
で
詳
し
く
再
検
討
し
た
い
の
は
②
で
あ
る
。
表
が
注
目
し
た
の
は
「
舟
橋
」
に
見
え
る
「
真
如
発
心
」
の
箇
所
で
あ
る
。
上
製
本

で
は
こ
の
表
記
と
な
っ
て
い
る
が
、
特
製
本
は
「
発
心
」
を
文
意
と
し
て
正
し
い
「
法
身
」
に
訂
正
し
て
い
る
。
こ
れ
を
元
に
、
表
は
次

の
よ
う
に
上
製
本
と
特
製
本
の
先
後
関
係
を
分
析
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
単
純
な
誤
植
訂
正
で
は
な
く
、
語
義
の
正
し
い
理
解
に
基
づ
く
用
字
法
の
訂
正
で
あ
る
が
、
も
し
特
製
本
に
基
づ
い
て
上
製

本
が
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
上
製
本
で
は
「
法
身
」
と
組
ま
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
逆
に
上
製
本
系
統
の
本
が
先
行
し

て
い
た
の
を
基
に
し
た
か
ら
こ
そ
、
特
製
本
は
一
旦
は
「
発
心
」
と
印
刷
し
、
語
義
か
ら
見
て
そ
れ
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い

て
「
法
身
」
と
訂
正
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
上
製
本
系
統（
特
製
本
以
外
の
諸
種
）で
は
上
製
本
が
最
も
早
い
こ
と
が
確
実
で
あ
る
か
ら
、

特
製
本
よ
り
も
上
製
本
が
先
行
し
て
い
る
こ
と
は
確
実
と
思
わ
れ
る
。（『
図
説
光
悦
謡
本
』）

こ
の
指
摘
は
以
前
の
特
製
本
先
行
説
を
覆
す
に
十
分
な
根
拠
で
あ
っ
た
と
い
え
る
が
、
光
悦
謡
本
が
刊
行
さ
れ
た
慶
長
期
に
、
正
し
い
語

釈
が
ど
れ
だ
け
浸
透
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
点
は
改
め
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
「
舟
橋
」
の
よ
う
な
例

が
ど
れ
ほ
ど
あ
り
、
そ
の
訂
正
が
何
の
知
識
に
基
づ
く
の
か
、
と
い
う
点
は
再
検
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
特
製
本
と
上
製
本
の
誤
植
・
訂
正
を
俯
瞰
し
て
み
た
い
と
思
う（【
表
】
特
製
本
と
上
製
本
の
異
同
箇
所
と
訂
正
箇
所
）。
ま

ず
、
高
安
な
ど
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
特
製
本
は
誤
植
が
多
い
と
い
う
特
色
が
あ
る
。【
表
】
の
Ａ
を
見
る
と
、
特
製
本
と
上
製

本
の
異
同
箇
所
は
ほ
と
ん
ど
特
製
本
の
誤
植
で
あ
り
、
漢
字
の
誤
り（（
３
）（
８
）（
12
）（
13
））や
助
詞
レ
ベ
ル
の
誤
り（（
１
）（
４
）（
９
）（
10
））な
ど
、
植
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工
の
不
慣
れ
を
感
じ
る
よ
う
な
初
歩
的
な
誤
り
が
目
立
つ
。
た
だ
し
、
上
製
本
の
誤
植
が
少
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
Ｂ（
ａ
）と
Ｃ

（
ａ
）を
比
べ
る
と
、
上
製
本
の
訂
正
箇
所
が
特
製
本
よ
り
も
は
る
か
に
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
訂
正
前
の
文
字
は
判
別
で
き
な
い
が
、
ほ

と
ん
ど
は
誤
植
の
訂
正
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
印
刷
時
の
誤
植
の
数
は
特
製
本
も
上
製
本
も
大
差
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

両
者
の
差
異
は
、
む
し
ろ
印
刷
後
の
校
正
の
精
粗
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
Ｂ（
ｃ
）（
ｄ
）・
Ｃ（
ｃ
）（
ｄ
）が
示
す
よ

う
に
、
誤
植
の
訂
正
は
諸
本
に
よ
っ
て
差
異
が
あ
る
た
め（
特
製
本
の
方
が
諸
本
間
の
誤
植
訂
正
の
差
異
が
多
い
が
、
こ
の
結
果
は
、
今

回
の
上
製
本
諸
本
調
査
が
少
な
い
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
）、
そ
の
数
は
さ
ら
に
多
く
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
上
製

本
の
「
校
正
」
の
方
が
精
密
で
あ
る
と
い
う
傾
向
は
確
実
視
さ
れ
る
。

問
題
は
、
こ
う
し
た
誤
植
訂
正
で
は
な
く
、
言
葉
の
解
釈
に
関
わ
る
訂
正
が
ど
れ
ほ
ど
あ
る
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
が
、「
舟
橋
」

の
「
真
如
法
身
」
の
よ
う
な
訂
正
が
、
特
製
本
に
数
例
見
ら
れ
る
。
Ｂ（
ｂ
）の（
29
）（
30
）（
34
）（
35
）（
36
）の
う
ち
、（
30
）（
35
）は
誤
植

の
訂
正
に
近
い
も
の
で
あ
る
が
、
他
の
三
箇
所
は
正
し
い
解
釈
に
基
づ
く
訂
正
と
い
え
る
。
例
え
ば（
29
）は
善
光
寺
縁
起
な
ど
に
よ
る

「
生
身
の
如
来
」
に
拠
り（【
写
真
５
】）、（
34
）は
懺
法
で
唱
え
る
偈
文
「
我
今
已
具
楊
枝
浄
水
唯
願
大
悲
」
に
拠
っ
て
お
り（【
写
真
６
】）、

い
ず
れ
も
特
製
本
が
正
し
い
解
釈
に
基
づ
き
訂
正
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
特
製
本
は
こ
の
解
釈
を
ど
こ
か
ら
摂
取
し
た
か
に
つ
い
て
は
、

伊
藤
正
義
が
詳
細
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に（
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
謡
曲
集　

上
中
下
』（
一
九
八
三
～
一
九
八
八
年
）の
頭
注
）、『
謡
抄
』
か
ら
で
あ
る
こ
と
が

有
力
視
さ
れ
る
。
こ
れ
は
特
製
本
だ
け
で
は
な
く
、
上
製
本
・
色
替
り
本
を
含
め
た
光
悦
謡
本
全
体
に
言
え
る
こ
と
だ
が
、
他
の
謡
本
に

比
べ
て（
車
屋
謡
本
を
除
く
）難
語
に
漢
字
を
宛
て
る
こ
と
が
多
く
、
語
句
の
解
釈
を
積
極
的
に
行
な
い
刊
行
し
た
謡
本
で
あ
る
と
評
価
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
中
で
、
特
製
本
は
と
く
に
こ
う
し
た
作
業
を
熱
心
に
行
な
っ
た
痕
跡
が
見
ら
れ
、
そ
の
知
識
は
専
ら
『
謡
抄
』

に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
の
徴
証
と
し
て
、（
31
）の
異
同
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
は
《
殺
生
石
》
の
ワ
キ（
玄
翁
）の
名
ノ
リ
の
一
節
で
「
都

に
上
り
と
う
げ
を
も
結
ば
ば
や
と
思
ひ
候
」
と
意
味
が
把
握
し
ず
ら
い
箇
所
で
あ
る
。
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
謡
曲
集
』
の
頭
注
が
「
夏
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（46）西行桜９オ 花の精にて候也 花の精にて候也
（47）志賀９ウ 実おしむへし 実おしむへし
（48）春栄 12 オ 御兄弟の御心中を 御兄弟の御心中を
（49）花筐 13 ウ 武帝にそうし給ふやう 武帝にそうし給ふやう
（50）船弁慶 10 オ はなひく青柳の はなひく青柳の

放生川 11 オ 傾杯楽をまはふよ 傾杯楽をまはふよ
（e） 特製本訂正箇所は上製本と同語同文だが、特製本諸本の中に訂正箇所が植字されている伝本がある
（51）景清５オ 我一年尾張国熱田にて 我一年尾張国熱田にて

檜本は植字
（52）景清５オ 鎌倉亀かえかやつの 鎌倉亀かえかやつの

Ｃ　

上
製
本
の
訂
正
箇
所

（a） 上製本の訂正箇所が特製本と同語同文の箇所
（53）阿漕 10 オ 大焦熱の焔煙 大焦熱の焔煙
（54）朝顔８オ 共に玉兎を愛して 共に玉兎を愛して
（55）朝顔 10 オ 法の場哉。法の場哉と 法の場哉。法の場哉と 上の訂正活字は特と同じ？

（56）蟻通４ウ 神慮にかなふへきと 神慮にかなふへきと （56）（59）（61）（62）（70）（83）は同活字

（57）采女１オ 比は弥生の十日餘 比は弥生の十日餘
（58）雲林院３オ ぬすむも心あり 特製本なし

（59）景清 10 ウ 短慮を申て候 短慮を申て候 （56）（59）（61）（62）（70）（83）は同活字

（60）柏崎 14 オ 是三無差別 是三無差別
（61）春日龍神２ウ さこそ神慮に嬉敷 さこそ神慮に嬉敷 （56）（59）（61）（62）（70）（83）は同活字

（62）春日龍神５オ 神慮をあかめおはしませ 神慮をあかめおはしませ （56）（59）（61）（62）（70）（83）は同活字

（63）邯鄲９オ 一炊の間なり 一炊の間なり
（64）清経 15 オ 法性も乱るゝ 法性も乱るゝ
（65）項羽２オ 荻のほかくる 荻のほかくる
（66）皇帝４オ 髪をもあけす 髪をもあけす 檜本は補充本

（67）桜川４オ 盛の由申候程に 盛の由申候程に
（68）実盛１オ のりのには のりの場
（69）誓願寺６ウ 利益無量罪 利益無量罪
（70）殺生石６ウ 叡慮もかハり 叡慮もかハり （56）（59）（61）（62）（70）（83）は同活字

（71）千手重衡８オ おとろへの おとろへの
（72）龍田４オ 龍田河もみちをとつる 龍田川もみちをとつる
（73）田村２ウ 此地主権現に仕へ申者也 此地主権現に仕へ申者也
（74）天鼓９ウ 管絃講にて 管絃講にて
（75）木賊 12 オ しられたれ 特製本なし

（76）朝長３ウ はや十ヶ年に餘 ハや十ヶ年に餘
（77）軒端梅６ウ 出るは火宅 出るは火宅
（78）藤戸４ウ 藤戸の先陣を 藤戸の先陣を
（79）舟橋４ウ いのりし久米路 いのりし久米路
（80）舟橋９ウ 懺悔に罪の雲消て 懺悔に罪の雲消て
（81）松虫 10 ウ 虎渓をさらぬむろのとの 虎渓をさらぬむろのとの
（82）紅葉狩４オ 道を隔て 道を隔て
（83）矢立鴨８ウ 神慮におもむき 神慮におもむき （56）（59）（61）（62）（70）（83）は同活字

（84）夕顔４オ 融大臣住給ひにし 融大臣住給ひにし
（b） 上製本の訂正箇所が特製本と異同がある箇所

（85）安宅 13 オ 一紙半銭の宝財の 一帋半銭の奉財の
（86）蟻通６ウ をよそおもつて見るに をよそおもつて見れは
（87）邯鄲４オ 四方のかとめ 四方のかとへ
（88）氷室 11 オ 天地うこきて 天地も動きて

（c） 上製本の訂正箇所が特製本と同語同文だが、上製本諸本の中に訂正されていない伝本がある
（89）柏崎 15 オ 妻の行ゑをしら雲の 妻の行ゑをしら雲の 檜本「妻の行末をしら雲の」

（d） 上製本の訂正箇所が特製本と同語同文だが、上製本の訂正した活字が諸本間で異なる
（90）安達原１ウ 分行末は紀の路方 分行末は紀の路方 檜本「分行末ハ紀の路方」

（e） 上製本訂正箇所は特製本と同語同文だが、上製本諸本の中に訂正箇所が植字されている伝本がある
（91）女郎花９オ 男塚女つかとて候 男塚女塚とて候 檜本は植字
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【表】特製本と上製本の異同箇所と訂正箇所
※（例）曲名・箇所　海士 13 オウ→「海士」の 13 丁表・裏
※鴻山文庫→鴻　スミソニアン博物館→ス　檜書店→檜　宮城県図書館伊達文庫→伊

Ａ　

特
製
本
と
上
製
本
の
異
同
箇
所

曲名・箇所 特製本 上製本 備考
（1） 阿漕６ウ 度重るも悲しき 度重るそ悲しき
（2） 海士 13 オウ 御覧せ□あり 御覧せよあり 特□は文字なし（節のみあり）

（3） 右近９オ 拍白をそろへ 拍子をそろへ
（4） 鸚鵡小町９ウ 小町そあはれなりけり 小町そあはれなりける
（5） 柏崎 16 オ 衰といひ（「衰」ゴマ３つ） 衰といひ（「衰」ゴマ４つ）

（6） 鉄輪 11 ウ せめをこふゝり せめをこふゝる
（7） 呉服８オ 名つゆつゝ 名つけつゝ
（8） 善界３ウ 夫我山ハ 夫我国は
（9） 道明寺５ウ これに神明初奉り 彼所に神明を始め奉り
（10）花筐４オ 程たに有し山里の 程たに有し山里に
（11）百万２オ 一とにたのむ 一同にたのむ
（12）通盛３ウ 御経を開き誦誦する 御経を開き読誦する
（13）頼政 12 オ 只一姿に 唯一筋に

Ｂ　

特
製
本
の
訂
正
箇
所

（a） 特製本の訂正箇所が上製本と同語同文の箇所
（14）葵上１オ 大法秘法醫療 大法秘法醫療
（15）葵上 10 オ 爰に来迎す 爰に来迎す
（16）春日龍神１オ 愛宕山しきみか原を 愛宕山しきみか原を
（17）兼平５ウ 戎定恵・一念三千 戎定恵・一念三千
（18）兼平６オ さゝ波のみなれ棹 さゝ波のみなれ棹
（19）清経 11 オ 秋の暮哉 秋の暮哉
（20）角田川９ウ 前世の事にても 前世の事にても
（21）定家２オ 俄に時雨か 俄に時雨か
（22）天鼓 10 オ 荒有難や 荒有難や
（23）芭蕉 10 オ 無相真如の 無相真如の
（24）富士太鼓８オ けしたる姿に けしたる姿に
（25）藤戸５オ 家の子若党 家の子若党
（26）松虫３ウ ふるき詠にも ふるき詠にも
（27）矢卓鴨３ウ 剰渇仰の気色 剰へ渇仰の気色
（28）矢卓鴨５オ 人々まといして 人々まとゐして

（b） 特製本の訂正箇所が上製本と異同がある箇所
（29）柏崎９オ 生身の弥陀如来 正身の弥陀如来
（30）項羽５ウ 高祖の利なりしに 高祖の理なりしに 特製本鴻本のみ「理」

（31）殺生石１ウ 当夏をも 冬夏をも
（32）東岸居士３オ 遇ならす 愚ならす 特製本ス本以外は「愚」に訂正

（33）朝長３オ 思ひ出るも浅増や 思ひ出るも浅猿や
（34）朝長 11 オ 楊枝浄水唯願薩埵 楊枝深水唯願薩埵
（35）朝長 12 ウ 白骨となつて郊原に 白骨となつて郭原に
（36）鵺１ウ 信太の森を打過て 篠田の森を打過て
（37）舟橋 12 オ 真如法身の玉橋の 真如発心の玉橋の

（c） 特製本の訂正箇所が上製本と同語同文だが、特製本諸本の中に訂正されていない伝本がある
（38）朝顔２ウ 露にぬる共と 露にぬる共と 鴻本のみ「露にぬれ共と」

（39）采女３オ 扨は當社始て 扨は當社始て 鴻山本のみ「扨は當袮始て」

（40）杜若６ウ 我は杜若の精なり 我は杜若の精なり 鴻本のみ「我は杜若の精情なり」

（41）皇帝２ウ 贈官のみか緑袍を 贈官のみか緑袍を ス本以外は訂正せず「緑」

（42）田村６オ 春宵一刻あたひ千金 春宵一刻あたひ千金 檜本のみ「「あたひ一金」ス本・鴻本・
伊本で「千」の活字が異なる。

（43）道明寺６オ ありかたや神も仏も ありかたや神も仏も 鴻のみ「ありかたや神も神も」

（44）通盛１ウ 日のかす哉 日のかす哉 鴻本のみ「日のかけ哉」

（d） 特製本の訂正箇所が上製本と同語同文だが、特製本の訂正した活字が諸本間で異なる
（45）西行桜８ウ まことは花の精なるか まことは花の精なるか



42
【
写
真
５
】

ａ
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
特
製
本
「
柏
崎
」
９
丁
表

ｂ
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
上
製
本
「
柏
崎
」
９
丁
表

【
写
真
６
】

ａ
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
特
製
本
「
朝
長
」
11
丁
表

ｂ
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
上
製
本
「
朝
長
」
11
丁
表

【
写
真
７
】

ａ
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
特
製
本
「
殺
生
石
」
２
丁
裏

ｂ
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
上
製
本
「
殺
生
石
」
２
丁
裏

【
写
真
８
】

ａ
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
特
製
本
「
氷
室
」
11
丁
表

ｂ
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
上
製
本
「
氷
室
」
11
丁
表
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九
十
日
の
禁
足
修
行（
夏
安
居
）に
対
し
、
冬
安
居
を
「
冬
夏
」（「
雪
安
居
」
と
も
）と
い
う
」
と
説
明
し
て
お
り
、
現
行
謡
本
は
「
冬
夏
」

と
解
釈
し
て
い
る
。
上
製
本
が
こ
の
漢
字
を
宛
て
て
い
る
の
に
対
し
て
、
特
製
本
が
「
当
夏
」
と
訂
正
し
て
い
る
の
は
『
謡
抄
』
に
拠
っ

て
い
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る（【
写
真
７
】）。

以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
る
と
、
表
が
説
く
よ
う
に
上
製
本
が
特
製
本
に
先
行
し
て
刊
行
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
な
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、

そ
う
考
え
る
と
不
自
然
な
事
例
も
散
見
す
る
。
例
え
ば
Ｃ（
ｂ
）を
見
る
と
、
四
例
の
上
製
本
訂
正
箇
所
が
あ
る
。（
85
）は
上
製
本
が
特
製

本
の
「
宝
財
の
輩
」
を
「
奉
財
の
輩
」
に
訂
正
し
て
い
る
箇
所
で
、
注
釈
書
等
で
も
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
語
句
で
あ
る
が（『
謡
抄
』
は

掲
出
せ
ず
）、
意
味
を
と
る
と
「
神
仏
に
財
物
を
奉
納
す
る
者
た
ち
」
と
い
う
意
で
、「
奉
財
」
の
方
が
適
切
の
よ
う
に
思
う
。
た
だ
し
、

上
製
本
が
何
に
拠
っ
て
訂
正
し
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
残
り
三
つ
の
箇
所
は
、
い
ず
れ
も
特
製
本
の
誤
植
を
訂
正
し
た
も
の
だ
が
、
注
目

し
た
い
の
は（
88
）で
あ
る
。
こ
こ
は
特
製
本
が
「
天
地
う
こ
き
て
」
と
六
字
分
の
活
字
で
組
ん
で
い
る
箇
所
だ
が
、「
も
」
が
欠
字
と

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
、
上
製
本
は
二
字
分
を
消
し
漢
字
を
用
い
て
、
同
じ
く
六
字
で
「
天
地
も
動
き
て
」
と
訂
正
し
て
い
る
。
し

か
も
、
上
製
本
は
四
字
目（「
動
」）の
本
来
あ
っ
た
一
字
分
の
ゴ
マ
点
を
消
し
、
二
字
分
の
そ
れ
を
加
え
て
い
る（【
写
真
８
】）。
こ
の
よ
う

な
訂
正
の
仕
方
を
踏
ま
え
る
と
、
特
製
本
通
り
に
詞
章
を
印
刷
し
て
し
ま
っ
た
上
製
本
が
、
そ
の
誤
植
に
気
づ
き
訂
正
し
た
、
つ
ま
り
上

製
本
は
特
製
本
を
元
に
し
て
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

Ｂ（
ｂ
）の
例
は
上
製
本
が
先
行
す
る
こ
と
を
示
す
よ
う
で
、
Ｃ（
ｂ
）の
例
は
特
製
本
が
先
行
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、

両
種
の
先
後
関
係
は
俄
に
定
め
が
た
い
が
、
こ
こ
で
強
調
し
た
い
の
は
こ
れ
ま
で
先
後
関
係
を
考
え
る
要
素
と
さ
れ
て
い
た
Ｂ（
ｂ
）の

（
29
）�（
34
）（
35
）（
37
）が
、
特
製
本
の
特
質
を
表
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
誤
植
訂
正
に
関
わ
ら
ず
、
よ
り
語
句
解
釈

に
拘
り
制
作
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
が
特
製
本
の
本
と
し
て
の
特
徴
な
の
で
あ
る
。

例
え
ば
「
朝
顔
」
の
九
丁
表
の
「
朝
菌
は
晦
朔
を
知
ら
ず　

蟪
蛄
は
春
秋
を
期
せ
ず
」
を
見
る
。
こ
こ
こ
は
〔
序
ノ
舞
〕
直
後
の
［
ワ

【
写
真
５
】

ａ
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
特
製
本
「
柏
崎
」
９
丁
表

ｂ
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
上
製
本
「
柏
崎
」
９
丁
表

【
写
真
６
】

ａ
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
特
製
本
「
朝
長
」
11
丁
表

ｂ
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
上
製
本
「
朝
長
」
11
丁
表

【
写
真
７
】

ａ
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
特
製
本
「
殺
生
石
」
２
丁
裏

ｂ
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
上
製
本
「
殺
生
石
」
２
丁
裏

【
写
真
８
】

ａ
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
特
製
本
「
氷
室
」
11
丁
表

ｂ
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
上
製
本
「
氷
室
」
11
丁
表
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カ
］
に
あ
た
る
箇
所
で
、『
莊
子
』
逍
遥
遊
篇
に
基
づ
き
、
命
の
儚
さ
を
謡
っ
た
一

節
だ
が
、
こ
の
典
拠
は
す
で
に
『
謡
抄
』
で
詳
解
さ
れ
て
い
る
。
特
製
本
は
こ
れ
に

基
づ
き
、
正
確
に
漢
字
を
宛
て
て
い
る
が
、
上
製
本
は
す
べ
て
ひ
ら
が
な
表
記
と
し

て
い
る
の
で
あ
る（【
写
真
９
】
特
製
本
五
・
六
行
目
、
上
製
本
四
～
六
行
目
）。
し
か

も
両
種
と
も
9
丁
表
は
「
た
ゝ
」
か
ら
始
ま
り
、「
よ
し
〳
〵
」
で
終
わ
っ
て
い
る

の
で
、
一
方
が
一
方
を
参
照
し
、
同
量
の
詞
章
を
半
丁
に
収
め
よ
う
と
工
夫
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
上
製
本
が
先
行
す
る
な
ら
特
製
本
が
「
心
」
の
漢

字
を
仮
名
に
開
い
た
り
、「
し
」
に
二
倍
角
の
活
字
を
用
い
る
な
ど
し
て
活
字
数
を

増
や
す
作
業
し
た
こ
と
に
な
り
、
特
製
本
が
先
行
す
る
な
ら
、
上
製
本
は
「
心
」
を

漢
字
に
す
る
な
ど
活
字
数
を
減
ら
し
て
ま
で
も
、
当
該
箇
所
を
ひ
ら
が
な
表
記
に
す

る
こ
と
に
拘
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
例
は
、「
秋
の
葉
の
い
や
色
つ
く
か
一

重
山
」（「
姨
棄
」
六
丁
表
）、「
沆
瀣
の
盃
」（「
邯
鄲
」
五
丁
裏
）な
ど
各
曲
に
散
見

で
き
、
い
ず
れ
も
特
製
本
の
語
句
は
『
謡
抄
』
に
基
づ
き
刻
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
特
製
本
の
難
語
解
釈
は
『
謡
抄
』
の
範
疇
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
例
え
ば

「
邯
鄲
」
４
丁
表
の
宮
殿
の
荘
厳
さ
や
民
の
繁
栄
を
讃
え
た
場
面
に
見
え
る
「
千
夥

萬
夥
」
に
注
目
す
る
。
こ
の
語
は
、
諸
注
釈
が
指
摘
す
る
よ
う
に
『
和
漢
朗
詠
集
』

上
巻
「
花
」
所
収
の
菅
原
文
時
「
花
光
浮
水
上
序
」
に
見
え
る
「
瑩
レ
日
瑩
レ
風
、

高
低
千
夥
萬
夥
」
に
基
づ
く
表
現
だ
が
、『
謡
抄
』
は
こ
の
出
典
を
把
握
で
き
な

【
写
真
９
】

ａ
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
特
製
本
「
朝
顔
」
９
丁
表

ｂ
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
上
製
本
「
朝
顔
」
９
丁
表
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か
っ
た
よ
う
で
、「
貨（
カ
）ハ
財
宝
ノ
コ
ト
ゾ
。
貨（
タ
カ
ラ
）ト
モ
ヨ
ム
也
。
タ
カ
ラ
ノ
千
モ
万
モ
ア
ル
方
ゾ
」
と
「
千
貨
万
貨
」
と
い

う
文
字
を
掲
出
し
て
い
る
。
上
製
本
は
こ
の
『
謡
抄
』
の
説
に
従
っ
て
い
る
の
だ
が
、
特
製
本
は
正
確
に
「
千
夥
萬
夥
」
と
植
字
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
特
製
本
は
こ
の
知
識
を
ど
の
よ
う
に
得
た
の
か
判
然
と
し
な
い
が
、
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
は
車
屋
謡
本
が
考
え
ら
れ
る
。

鳥
養
道
晣
・
新
蔵
父
子
が
書
写
・
刊
行
に
関
わ
っ
た
こ
の
謡
本
の
中
で
、
慶
長
五
年
に
は
刊
行
が
開
始
し
て
い
た
整
版
車
屋
謡
本
は
『
謡

抄
』
の
解
釈
だ
け
で
な
く
、
道
晣
自
身
の
研
究
の
成
果
ら
し
い
〈
解
釈
〉
が
見
ら
れ
る
が（
伊
海
「
車
屋
謡
本
刊
本
考
」『
能
楽
研
究
』
四
四
号
、
二
〇
二
〇
年

三
月
）、
こ
の
「
千
夥
萬
夥
」
も
そ
の
一
例
と
考
え
ら
れ
る
。
特
製
本
は
同
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
車
屋
謡
本
を
参
観
し
た
可
能
性
は
十
分
に

あ
る
の
で
、
こ
こ
か
ら
も
知
識
を
得
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
活
字
訂
正
箇
所
に
限
ら
ず
、
特
製
本
に
は
難
語
を
解
釈
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る（
も
し
く
は
上
製
本
が
過
剰
な

解
釈
を
避
け
る
、
も
し
く
は
発
音
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
く
な
る
文
字
は
漢
字
を
宛
て
な
い
傾
向
が
あ
る
）こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
先
後

関
係
に
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
が
両
種
の
特
色
の
差
異
と
し
て
、
重
要
な
要
素
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五
、
光
悦
謡
本
の
節
付
表
記

特
製
本
と
上
製
本
の
先
後
関
係
を
明
確
に
判
断
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
か
な
り
刊
行
時
期
が
接
近
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る

が
、
も
う
一
種
の
色
替
り
本
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
表
の
研
究
で
は
、
色
替
り
本
の
刊
行
時
期
に
つ
い
て
は
、
以

下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

�

同
種
の
活
字
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
や
、
揃
本
に
於
け
る
追
加
本
の
共
有
の
事
実
か
ら
見
て
、
色
替
り
本
が
上
製
本
と
極
め
て
密
接

な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
、
色
替
り
本
が
「
入
」
を
全
廃
し
て
元
和
卯
月
本
風
の
節
付
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
や
、
文

字
の
配
置
の
比
較
、
誤
植
継
承
の
関
係
な
ど
の
諸
点
か
ら
、
上
製
本
が
先
印
で
あ
っ
た
と
考
え
る
で
き
こ
と
は
、
既
に
上
製
本
の
項
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に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
。
表
紙
の
雲
母
模
様
の
図
柄
の
比
較
か
ら
も
同
じ
結
果
が
得
ら
れ
、
色
替
り
本
が
上
製
本
よ
り
も
後
の
刊
行

で
あ
る
こ
と
に
疑
問
の
余
地
が
無
い
と
信
ず
る
。
節
付
に
「
入
」
を
使
用
し
て
い
る
特
製
本
よ
り
後
で
あ
ろ
う
こ
と
も
前
述
し
た
が
、

特
製
本
の
刊
者
が
上
製
本
・
色
替
り
本
の
刊
者
と
別
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
並
行
し
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
も
考
え
得
る
。（『
図
説
光
悦

謡
本
』）

こ
の
考
察
の
前
に
、
色
替
り
本
の
方
が
料
紙
節
約
の
た
め
に
、
活
字
を
詰
め
て
印
刷
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
な
ど
重
要
な
指
摘
も
し
て

お
り
、
表
の
見
解
に
反
論
は
な
い
。
た
だ
し
第
三
節
で
言
及
し
た
と
お
り
、
不
足
分
を
色
替
り
料
紙
に
刷
ら
れ
た
上
製
本
と
の
同
版
を
用

い
て
い
る
点
を
勘
案
し
て
、
上
製
本
が
先
行
す
る
に
し
ろ
、
両
者
の
刊
行
時
期
も
さ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

こ
う
考
え
た
場
合
、
注
視
す
べ
き
は
色
替
り
本
の
節
付
表
記
で
あ
る
。
表
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
上
製
本
と
色
替
り
本
は
版
式
の

面
で
は
共
通
項
が
多
い
一
方
で
、
楽
譜
と
し
て
の
性
格
に
隔
た
り
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
表
が
色
替
り
本
と
刊
行
時
期
が
重
な
る
と
考
え
て

い
る
特
製
本
は
上
製
本
の
節
付
表
記
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
す
な
わ
ち
、
先
行
研
究
で
は
上
製
本
と
色
替
り
本
と
の
節
付
の
差
異
は
、
刊
行

時
期
の
差
異
と
同
一
視
し
て
説
明
さ
れ
て
き
た
が
、
必
ず
し
も
そ
う
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
、
色
替
り
本
の
節
付
表
記
だ
け

が
異
な
る
の
か
は
、
そ
の
表
記
の
特
徴
を
捉
え
、
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

上
製
本
と
色
替
り
本
の
節
付
表
記
を
比
較
す
る
と
、
一
曲
で
十
箇
所
程
度
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。
少
な
い
曲
で
は
五
箇
所
ほ
ど
で
、
多

い
曲
で
は
約
二
十
箇
所
に
お
よ
ぶ
。
た
だ
し
、
そ
の
差
異
は
謡
の
性
質
が
大
き
く
変
わ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
細
か
な
変
化
に
よ
る

も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
融
」
を
見
る
と
十
箇
所
ほ
ど
の
異
同
が
あ
る
が
、
11
丁
表
4
行
目
の
「
猶
」
の
節
は
、
上
製
本
で
は

「
入
」
の
記
号
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
表
の
研
究
で
度
々
言
及
さ
れ
て
い
る
上
製
本
の
節
付
と
色
替
り
本
の
そ
れ
と
の
顕
著
な
違

い
で
、
色
替
り
本
が
こ
の
表
記
を
ほ
ぼ
撤
廃
し
て
い
る（【
写
真
10
】）。
そ
れ
以
外
は
1
丁
表
4
行
目
の
「
心
そ
し
る
へ
」
の
箇
所
の
よ
う

に
、
上
製
本
が
平
ゴ
マ
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
色
替
り
本
は
下
ゲ
ゴ
マ
に
な
っ
て
い
る
な
ど
の
違
い
で
あ
る（【
写
真
11
】）。
両
種
に
は
、
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【
写
真
10
】

ａ
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
上
製
本
「
融
」
11
丁
表

ｂ
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
色
替
り
本
「
融
」
11
丁
表

ｃ
鴻
山
文
庫
元
和
卯
月
本
「
融
」
９
丁
裏

ｄ
鴻
山
文
庫
蔵
本
多
上
野
介
旧
蔵
観
世
身
愛
章
句
本
「
融
」
10
丁
表

【
写
真
11
】

ａ
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
上
製
本
「
融
」
1
丁
表

ｂ
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
色
替
り
本
「
融
」
1
丁
表

ｃ
鴻
山
文
庫
蔵
元
和
卯
月
本
「
融
」
１
丁
表

ｄ
鴻
山
文
庫
蔵
本
多
上
野
介
旧
蔵
観
世
身
愛
章
句
本
「
融
」
１
丁
表
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こ
う
し
た
違
い
が
散
見
す
る
の
で
あ
る
。

問
題
は
こ
う
し
た
節
付
表
記
を
ど
の
よ
う
に
色
替
り
本
の
段
階
で
取
り
入
れ
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
考
え
る
上
で
注
視

し
た
い
の
は
元
和
卯
月
本
と
観
世
身
愛
節
付
本
と
の
関
係
で
あ
る
。
表
が
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
色
替
り
本
は
「
元
和
卯
月
本
風
の
節

付
」
へ
と
変
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
示
す
よ
う
に
、
前
掲
の
【
写
真
10
】【
写
真
11
】
の
例
は
い
ず
れ
も
元
和
卯
月

本
と
色
替
り
本
の
節
付
表
記
が
一
致
す
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
光
悦
謡
本
が
刊
行
時
期
に
重
な
る
慶
長
十
年
筆
鴻
山
文
庫
蔵
本
多
上

野
介
旧
蔵
観
世
身
愛
章
句
本
と
比
較
し
て
も
一
致
す
る
の
で
、
こ
の
時
期
の
身
愛
の
節
付
を
よ
り
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
の
が
色
替
り
本

だ
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
色
替
り
本
と
元
和
卯
月
本
と
を
比
較
す
る
と
、
節
付
表
記
の
異
同
が
十
数
箇
所
に
も
及
ぶ
の
で
、
両
本
に
は
か
な
り
の
距
離

が
あ
る
。
ま
た
上
製
本
と
色
変
り
本
と
の
異
同
箇
所
は
、
必
ず
し
も
色
替
り
本
と
元
和
卯
月
本
と
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、

先
に
見
た
「
融
」
は
全
体
の
二
割
程
度
は
元
和
卯
月
本
と
異
な
る
例
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
例
の
方
が
多
い
曲
も
あ
る
。
例
え
ば

「
遊
行
柳
」
の
6
丁
表
2
行
目
の
「
給
ハ
り
」、
同
3
行
目
「
見
え
つ
る
」
の
節
付
表
記
が
、
上
製
本
と
色
替
り
本
と
で
は
異
な
っ
て
い
る

が
、
い
ず
れ
も
上
製
本
の
方
が
元
和
卯
月
本
と
一
致
し（【
写
真
12
】）、
両
種
の
異
同
箇
所
の
殆
ど
が
同
じ
結
果
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
こ

の
「
融
」
の
よ
う
に
「
元
和
卯
月
本
風
」
の
改
変
と
は
言
え
な
い
曲
も
あ
り
、
そ
れ
は
色
替
り
本
の
半
数
ほ
ど
に
及
ぶ
の
で
あ
る
。

細
か
な
節
付
表
記
の
異
同
な
の
で
、
色
替
り
本
の
誤
刻
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
一
度
改
訂
し
た
節
付
を
元
和
卯
月
本
の
段
階

で
元
に
戻
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
右
の
例
だ
け
で
「
色
替
り
本
が
「
元
和
卯
月
本
風
」
の
改
訂
で
は
な
い
」
と
強
弁
で
き
な
い
が
、
色
替

り
本
の
節
付
と
元
和
卯
月
本
の
そ
れ
と
の
間
に
は
明
確
な
差
異
も
あ
る
。
光
悦
謡
本
と
元
和
卯
月
本
を
比
較
す
る
と
、
ゴ
マ
点
の
向
き
・

「
下
」
の
位
置
・「
ハ
ル
」
の
有
無
と
い
っ
た
異
同
が
大
半
を
占
め
る
。
そ
の
中
で
両
本
の
明
確
な
違
い
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
フ
リ

引
キ
・
フ
リ
節
・
廻
シ
節
な
ど
を
重
ね
、
増
シ
節
で
た
っ
ぷ
り
と
謡
う
箇
所
、
現
在
で
は
重
ネ
廻
シ
・
半
重
ネ
廻
シ
・
三
ツ
ユ
リ
・
本
ユ
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リ
と
呼
ば
れ
る
箇
所
で
あ
る
。

例
え
ば
「
江
口
」
の
九
段
［（
上
ノ
詠
）］
の
「
去
る
舟
の
」
の
節
付
を
見
て
み
る（【
写
真
13
】）。
現
在
で
は
重
ネ
廻
シ
で
謡
う
箇
所
で

あ
る
が
、
元
和
卯
月
本
で
は
振
リ
廻
シ
に
廻
シ
を
三
つ
重
ね
る
よ
う
な
表
記
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
光
悦
謡
本
は
廻
シ
と
振
リ

を
重
ね
る
よ
う
な
表
記
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
他
曲
の
類
似
す
る
節
付
も
同
じ
で
あ
り
、
と
く
に
現
在
の
拍
子
不
合
の
詠
ノ
リ
・
サ
シ

【
写
真
12
】

ａ
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
上
製
本
「
遊
行
柳
」
６
丁
表

ｂ
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
色
替
り
本
「
遊
行
柳
」
６
丁
表

ｃ
鴻
山
文
庫
蔵
元
和
卯
月
本
「
遊
行
柳
」
５
丁
裏
・
６
丁
表

【
写
真
13
】

ａ
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
上
製
本
「
江
口
」
８
丁
表

ｂ
鴻
山
文
庫
蔵
元
和
卯
月
本
「
江
口
」
8
丁
表

ｃ
鴻
山
文
庫
蔵
本
多
上
野
介
旧
蔵
観
世
身
愛
章
句
本
「
江
口
」
８
丁
表
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ノ
リ
の
謡
に
散
見
で
き
、
光
悦
謡
本
間
で
は
ほ
と
ん
ど
異
同
が
な
い
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
節
付
表
記
は
「
入
」
の
有
無
と
同
様
に
系
統
を
見
定
め
る
指
標
と
な
り
得
る
と

考
え
ら
れ
る
。

そ
う
考
え
た
場
合
、
こ
の
元
和
卯
月
本
の
表
記
は
、
光
悦
謡
本
刊
行
後
に
改
変
し

た
節
付
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
際
は
そ
う
い
う
こ
と
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
前

掲
の
「
江
口
」
の
節
付
表
記
と
慶
長
十
年
筆
鴻
山
文
庫
蔵
本
多
上
野
介
旧
蔵
観
世
身

愛
章
句
本
を
比
較
す
る
と
、
身
愛
章
句
本
は
元
和
卯
月
本
と
一
致
す
る
。
こ
れ
は

「
江
口
」
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、「
松
風
」
四
段
［
一
セ
イ
］
の
「
袂
か
な
」

（
観
世
文
庫
蔵
慶
長
十
七
年
服
部
慰
安
斎
暮
閑
筆
巻
子
本
と
比
較
）と
「
頼
政
」
七
段
［
一
セ
イ
］
の
「
心
か
な
」（
観
世
文
庫
蔵
慶
長
十
三
年
九
月
観
世
身
愛
奥
書
本
「
頼
政
」）

な
ど
の
重
ネ
廻
シ
の
節
付
表
記
も
、
や
は
り
身
愛
本
と
元
和
卯
月
本
が
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
重
ネ
廻
シ
の
例
だ
け
を
見
る
と
、
光
悦
謡
本
は
身
愛
節
付
本
と
は
別
系
統
の
詞
章
を
も
つ
本
と
も
考
え
た
く
な
る
が
、
必
ず
し
も

そ
う
だ
と
も
言
え
な
い
。
た
と
え
ば
、「
井
筒
」
九
段
［
ワ
カ
］
の
「
在
原
の
」
は
現
行
で
は
重
ネ
廻
シ
で
謡
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
元
和

卯
月
本
も
右
の
「
江
口
」
な
ど
と
同
じ
表
記
に
な
っ
て
い
る
。
対
し
て
光
悦
謡
本
は
元
和
卯
月
本
と
異
な
る
表
記
で
は
あ
る
が
、
先
の

「
江
口
」
な
ど
の
光
悦
謡
本
の
表
記
と
も
異
な
っ
て
い
る（【
写
真
14
】）。
こ
の
箇
所
の
謡
わ
れ
方
自
体
に
変
化
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
し
、
節
付
表
記
の
仕
方
に
変
化
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
光
悦
謡
本
の
段
階
で
は
、
修
飾
の
多
い
節
付
表
記
に

変
化
の
過
程
の
痕
跡
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
重
ネ
廻
シ
以
外
で
も
、
三
ツ
ユ
リ
の
節
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。「
忠
度
」
九
段
［（
ク
リ
）］
の
「
海
上
に
浮
か
む
」

（【
写
真
15
】）、「
融
」
九
段
［（
一
セ
イ
）］
の
「
散
ら
す
よ
そ
ほ
ひ
」（【
写
真
16
】）、「
源
氏
供
養
」
五
段
［
一
セ
イ
］
の
「
恥
づ
か
し

【
写
真
14
】

ａ
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
上
製
本
「
井
筒
」
９
丁
裏

ｂ
鴻
山
文
庫
蔵
元
和
卯
月
本
「
井
筒
」
11
丁
裏
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【
写
真
15
】

ａ
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
上
製
本
「
忠
度
」
10
丁
裏

ｂ
鴻
山
文
庫
蔵
元
和
卯
月
本
「
忠
教
」
９
丁
表

【
写
真
16
】

ａ
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
上
製
本
「
融
」
12
丁
裏

ｂ
鴻
山
文
庫
蔵
元
和
卯
月
本
「
融
」
12
丁
裏

ｂ
鴻
山
文
庫
蔵
本
多
上
野
介
旧
蔵
観
世
身
愛
章
句
本
「
と
お
る
」
11
丁
表

【
写
真
17
】

ａ
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
上
製
本
「
源
氏
供
養
」
４
丁
裏

ｂ
鴻
山
文
庫
蔵
元
和
卯
月
本
「
源
氏
供
養
」
４
丁
表

ｃ
鴻
山
文
庫
蔵
本
多
上
野
介
旧
蔵
観
世
身
愛
章
句
本
「
源
氏
供
養
」
４
丁
裏

【
写
真
18
】

ａ
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
上
製
本
「
藤
戸
」
９
丁
表

ｂ
鴻
山
文
庫
蔵
元
和
卯
月
本
「
藤
戸
」
11
丁
表

ｃ
鴻
山
文
庫
蔵
本
多
上
野
介
旧
蔵
観
世
身
愛
章
句
本
「
藤
追
門
」
９
丁
表
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や
」（【
写
真
17
】）、「
藤
戸
」
九
段
［
誦
］
の
「
悪
趣
」（【
写
真
18
】）の
現
行
の
節
付
は
、
い
ず
れ
も
三
ツ
ユ
リ
に
な
る
箇
所
で
あ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
表
記
が
異
な
っ
て
い
る
。
元
和
卯
月
本
だ
け
を
見
る
と
、「
源
氏
供
養
」
と
「
藤
戸
」
は
現
行
の
三
ツ
ユ
リ
の
よ
う
な
表
記
に

な
っ
て
い
る
が
、「
忠
度
」「
融
」
は
本
ユ
リ
に
近
い
表
記
に
な
っ
て
お
り
、
異
な
る
謡
い
方
を
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を

光
悦
謡
本
と
比
べ
る
と
、「
藤
戸
」
の
み
元
和
卯
月
本
と
同
じ
で
、
あ
と
の
三
曲
は
異
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
と
身
愛
本
を
比
べ

る
と
、「
忠
度
」
と
「
源
氏
供
養
」
は
光
悦
謡
本
と
一
致
、「
融
」
は
元
和
卯
月
本
と
一
致
、
さ
ら
に
「
融
」
は
身
愛
本
の
み
異
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。（
注
１
）
こ
れ
ら
の
例
は
、
慶
長
期
か
ら
元
和
期
に
か
け
て
重
ネ
廻
シ
や
三
ツ
ユ
リ
の
よ
う
な
増
シ
節
の
節
付
や
そ
の
表
記

に
か
な
り
の
変
動
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
変
化
は
光
悦
謡
本
内
で
も
け
っ
し
て
統
一
が
取
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
一
曲
ご
と
に
改
変

の
状
況
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

少
し
話
が
逸
れ
た
が
、
つ
ま
り
色
替
り
本
に
は
元
和
卯
月
本
に
よ
り
近
づ
く
よ
う
な
改
変
が
加
え
ら
れ
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
が
、

け
っ
し
て
「
元
和
卯
月
本
風
」
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
光
悦
謡
本
に
新
し
く
知
り
え
た
節
付
を
加
え
改
訂
し
た
本
だ
と

位
置
づ
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
色
替
り
本
は
ま
っ
た
く
新
し
い
節
付
体
系
を
も
と
に
制
作
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
上
製
本
・
特
製
本
の
節
付
表
記
に
少
し
ず
つ
更
新
を
加
え
た
本
で
あ
り
、
こ
の
改
変
は
版
本
の
改
訂
作
業
と
い
う
よ
り
は
、

写
本
に
直
シ
を
加
え
る
よ
う
な
作
業
に
近
か
っ
た
と
解
釈
で
き
る
。

六
、
刊
行
者
と
観
世
身
愛
関
与
の
問
題

従
来
の
研
究
で
は
、
光
悦
謡
本
帖
装
本
の
三
種
は
そ
の
装
丁
の
特
徴
の
差
異
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
謡
本
と
し
て
の
内

容
に
も
独
自
性
が
見
て
取
れ
た
。
上
製
本
を
基
準
に
考
え
る
の
な
ら
、
特
製
本
が
漢
字
表
記
に
拘
り
が
あ
る
本
、
色
替
り
本
が
よ
り
新
し

い
節
付
を
反
映
し
よ
う
と
し
た
本
で
あ
る
。
色
替
り
本
の
節
付
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
で
も
言
及
が
あ
っ
た
が
、
各
種
の
先
後
関
係
を
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考
え
る
材
料
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
、
本
稿
で
分
析
し
た
よ
う
に
、
版
面
の
差
異
な
ど
踏
ま
え
て
考
え
る
と
、

三
種
の
先
後
関
係
は
俄
に
定
め
難
く
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
以
上
に
重
な
り
合
っ
た
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
材
料
が
多
い

よ
う
に
思
う
。
表
の
研
究
で
も
、
上
製
本
が
刊
行
し
終
っ
て
、
特
製
本
の
刊
行
が
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
ど

ち
ら
が
先
に
刊
行
さ
れ
た
か
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
曲
ご
と
に
違
っ
た
可
能
性
が
あ
る
ほ
ど
、
三
種
の
刊
行
時
期
は
接
近
し
て
い
た
よ
う

に
思
う
。
す
な
わ
ち
、
前
述
の
三
種
の
内
容
面
の
差
異
は
刊
行
時
期
の
前
後
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
言
う
よ
り
、
特
製
本
は
よ
り
漢
字
表
記

に
拘
り
、
色
替
り
本
は
よ
り
新
し
い
節
付
に
拘
る
と
い
っ
た
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
で
制
作
さ
れ
た
結
果
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
う
考
え
た
場
合
、
三
種
の
光
悦
謡
本
帖
装
本
は
同
一
の
環
境
下
で
制
作
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
上
製
本
か
ら
刊

行
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
別
の
刊
行
者
が
特
製
本
を
制
作
し
た
と
は
考
え
が
た
い
か
ら
で
あ
る
。
問
題
と
な
る
の
は

そ
の
刊
行
者
で
あ
る
が
、
能
楽
研
究
で
は
表
の
研
究
以
降
、
帖
装
本
の
刊
行
者
は
未
詳
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
表
は
こ
れ
ま
で
唱
え
ら

れ
て
き
た
本
阿
弥
光
悦
説
、
角
倉
素
庵
説
の
両
方
を
否
定
し
つ
つ
も
、
袋
綴
本
ま
で
含
め
る
と
複
数
い
た
と
想
定
さ
れ
る
刊
行
者
の
中
に
、

光
悦
や
素
庵
が
い
た
可
能
性
は
あ
る
と
述
べ
て
い
る（『
図
説　

光
悦
謡
本
』）。
対
し
て
嵯
峨
本
研
究
に
お
い
て
は
、
角
倉
素
庵
を
刊
行
者
と
考

え
る
研
究
が
大
き
く
進
展
し
た
。
林
進
・
小
秋
元
段
・
高
木
浩
明
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、
素
庵
の
筆
跡
と
嵯
峨
本
の
活
字
の
書
体
の
関
係

が
か
な
り
明
確
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
観
世
流
謡
本（
光
悦
謡
本
）の
帖
装
本
も
ま
た
、
素
庵
が
刊
行
し
た
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

（
注
２
）。

謡
本
を
刊
行
す
る
に
は
、
素
庵
自
身
が
謡
に
精
通
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
傍
証
と
な
り
得
る
の
が
、
慶
長
九
年
頃
の

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
蔵
「
観
世
左
近
宛
角
倉
素
庵
書
状
」
で
あ
る（
伊
海
『
角
倉
一
族
と
そ
の
時
代
』「
謡
本　

嵯
峨
本
」
参
照
）。
こ
の
書
状
に
は
、

素
庵
が
大
炊
殿（
土
井
利
勝
）か
ら
書
写
の
依
頼
が
あ
っ
た
謡
本
の
奥
書
を
、
近
日
中
に
書
い
て
届
け
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
謡
の
詞
章
で

は
な
い
が
、
素
庵
が
謡
本
書
写
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
、
観
世
身
愛
と
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
資
料
だ
と
い
え
る
。
さ
ら
に



54

林
の
研
究
で
は
、
国
立
能
楽
堂
蔵
慶
長
十
年
観
世
身
愛
奥
書
「
大
原
御
幸
」（
以
下
「
身
愛
本
大
原
御
幸
」
と
表
記
）と
大
和
文
華
館
蔵
謡
本
「
藍
染

川
」（
後
藤
本
。
他
に
個
人
蔵
「
鵜
羽
」「
鍾
馗
」「
昭
君
」「
放
生
川
」「
松
山
鏡
」
の
五
帖
が
あ
る
）な
ど
を
筆
跡
の
特
徴
か
ら
本
文
は
素
庵
筆
と
認
定
し
て
い
る（『
特
別

展　

没
後
三
七
〇
年
記
念　

角
倉
素
庵
』）。
稿
者
は
林
説
に
は
十
分
な
妥
当
性
が
あ
る
と
思
う
の
だ
が
、
こ
の
研
究
に
拠
る
な
ら
ば
、
素
庵
は
謡
に

関
心
が
あ
り
、
あ
る
程
度
精
通
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
素
庵
に
は
謡
本
を
刊
行
で
き
る
だ
け
の
下
地
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
次
に
検
討
す
べ
き
は
交
流
の
あ
っ
た
観

世
身
愛
が
光
悦
謡
本
刊
行
に
関
与
し
て
い
た
の
か
、
し
て
い
た
の
な
ら
ど
れ
ほ
ど
深
く
関
わ
っ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
観
世

流
謡
本
史
で
は
、
室
町
時
代
末
期
ま
で
大
夫
系
と
脇
系
の
二
系
統
あ
っ
た
も
の
を
統
一
し
、
漸
次
改
訂
し
た
の
は
観
世
身
愛
で
あ
る
と
す

る
の
が
通
説
で
あ
り
、
江
戸
時
代
初
期
の
詞
章
は
、
光
悦
謡
本
系
・
玉
屋
謡
本
系
・
元
和
卯
月
本
系
の
三
系
統
が
あ
る
と
把
握
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
の
玉
屋
謡
本
系
と
い
う
系
統
を
想
定
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
問
題
提
起
を
す
で
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が（
伊
海
「
玉
屋
謡

本
の
研
究（
一
）～（
四
）」『
能
楽
研
究
』
三
八
・
四
〇
～
四
二
、二
〇
一
四
・
一
五
～
一
七
年
）、
身
愛
の
詞
章
改
訂
作
業
が
光
悦
謡
本
系
を
経
て
元
和
卯
月
本
系
へ
と

移
行
す
る
の
な
ら
、
当
然
光
悦
謡
本
刊
行
自
体
に
身
愛
が
深
く
関
与
し
て
い
た
と
考
え
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
玉
屋
謡
本

系
と
同
様
に
、
光
悦
謡
本
系
と
い
う
系
統
も
想
定
す
る
必
要
性
は
な
く
、
光
悦
謡
本
の
刊
行
に
も
、
身
愛
自
身
が
主
導
的
に
関
与
し
て
い

た
と
考
え
る
必
然
性
は
な
い
と
思
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
光
悦
謡
本
と
慶
長
期
に
書
写
さ
れ
た
身
愛
節
付
本
と
の
間
に
微
妙
な
距
離

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
、
林
の
研
究
で
素
庵
書
写
と
認
定
さ
れ
て
い
る
身
愛
本
大
原
御
幸
と
同
じ
雲
母
刷
り
模
様
入
色
替
り
料
紙
の
法
政
大
学
鴻
山
文

庫
蔵
光
悦
謡
本
色
替
り
異
装
本
「
大
原
御
幸
」
を
比
較
し
て
み
る
。
こ
の
光
悦
謡
本
伝
本
は
、
同
装
丁
を
も
つ
諸
本
が
な
い
天
下
の
孤
本

で
、
そ
の
装
丁
の
一
致
か
ら
身
愛
本
大
原
御
幸
と
の
影
響
関
係
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
詞
章
面
で
は
類
似
す
る
点
が
多
い
が
、

全
く
同
一
で
は
な
い
。
本
文
の
異
同
は
以
下
の
二
箇
所
で
あ
る
。
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①
一
丁
表（
本
文
は
上
製
本（
以
下
同
じ
））

こ
れ
は
後
白
河
院
に
つ
か
へ
奉
る
臣
下
也
【
身
愛
本
「
抑
こ
れ
は
」】

②
八
丁
裏

中
々
に
な
を
妄
執
の
閻
浮
の
身
を
。
忘
も
や
ら
て
彼
の
名
を
【
身
愛
本
「
世
」】

こ
の
二
つ
だ
け
で
あ
る
が
、
②
の
例
は
異
同
の
少
な
い
節
が
あ
る
箇
所
な
の
で
、
大
き
な
違
い
だ
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
二
箇
所
は

身
愛
本
大
原
御
幸
と
元
和
卯
月
本
が
一
致
す
る
。
慶
長
十
年
と
い
え
ば
、
光
悦
謡
本
が
刊
行
さ
れ
た
時
期
と
ほ
ぼ
重
な
る
わ
け
だ
が
、
身

愛
本
大
原
御
幸
の
本
文
が
正
確
に
光
悦
謡
本
へ
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
ど
う
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
光
悦
謡
本
と
元

和
卯
月
本
の
異
同
箇
所
を
挙
げ
る
と
、
以
下
の
四
箇
所
に
な
る
。

③
一
丁
裏
～
二
丁
表

�
�

大
原
寂
光
院
に
浮
世
を
い
と
ひ
①
御
座
な
さ
れ
候
を
法
皇
御
幸
を
な
さ
れ
。
御
訪
有
へ
き
と
の
御
勅
諚
に
て
②
候
間
。【
①
卯
月
本

「
御
座
候
を
」　

②
卯
月
本
「
候
程
に
」】

④
六
丁
裏

や
あ
い
か
に
あ
の
あ
ま
を
汝
は
い
か
な
る
者
そ
【
卯
月
本
「
あ
の
」
な
し
】

⑤
七
丁
表

　

�

女
院
は
う
へ
の
山
へ
な
は
つ
み
に
【
卯
月
本
「
女
院
は
」
な
し
】

⑥
十
三
丁
裏



56

　
�

ひ
と
ま
つ
落
行
へ
き
と
一
つ
①
申
あ
ひ
し
に
。
を
か
た
の
三
郎
②
心
か
は
り
し
程
に
。
薩
摩
方
へ
や
お
と
さ
む
と
③
申
せ
し
お
り
ふ

し

　
【
①
卯
月
本
「
申
あ
へ
し
に
」　

②
卯
月
本
「
心
か
は
り
せ
し
程
に
」　

③
卯
月
本
「
申
し
し
」】

右
は
い
ず
れ
も
光
悦
謡
本
と
身
愛
本
大
原
御
幸
が
一
致
す
る
の
で
、
本
文
自
体
は
こ
の
両
者
が
卯
月
本
よ
り
近
似
し
て
い
る
こ
と
に
な
る

が
、
右
の
異
同
箇
所
は
い
ず
れ
も
節
の
な
い
コ
ト
バ
部
分
で
あ
る
。
②
の
よ
う
な
異
同
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
光
悦
謡
本
が

慶
長
十
年
ご
ろ
の
身
愛
の
詞
章
を
正
確
に
伝
え
て
い
る
と
断
言
す
る
に
躊
躇
を
覚
え
る
。

さ
ら
に
、
節
付
表
記
を
比
較
し
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
身
愛
本
大
原
御
幸
の
節
付
表
記
は
、
元
和
卯
月
本
よ
り
光
悦
謡
本
に
近

く
、
上
製
本
よ
り
色
替
り
異
装
本
に
近
似
し
て
い
る
が
、
元
和
卯
月
本
と
一
致
す
る
箇
所
も
相
当
数
存
在
す
る
。
例
え
ば
【
写
真
19
】
を

見
る
と
、
光
悦
謡
本
と
身
愛
本
大
原
御
幸
が
一
致
す
る
箇
所（
〇
印
）、
光
悦
謡
本
色
替
り
異
装
本
の
み
が
身
愛
本
大
原
御
幸
と
一
致
す
る

箇
所（
□
印
）、
身
愛
本
大
原
御
幸
と
卯
月
本
が
一
致
す
る
箇
所（
△
印
）が
混
在
す
る
の
で
あ
る
。【
写
真
20
】
も
同
様
に
、
光
悦
謡
本
と
身
愛

本
大
原
御
幸
が
一
致
す
る
箇
所（
〇
印
）や
光
悦
謡
本
上
製
本
の
み
異
な
る
箇
所（
□
印
）の
中
に
、
身
愛
本
大
原
御
幸
と
卯
月
本
が
一
致
す
る

箇
所（
△
印
）も
含
ま
れ
て
い
る（
な
お
、
掲
載
上
の
都
合
で
、【
写
真
19
】【
写
真
20
】
の
身
愛
本
大
原
御
幸
は
記
号
を
省
略
）。
こ
れ
ら
の
結
果
は
、
こ
の
箇
所
だ
け
で

な
く
一
曲
全
体
の
節
付
表
記
の
様
相
を
表
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
表
記
の
差
異
は
些
細
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
慶
長
十
年
ご
ろ
に
書

写
さ
れ
た
身
愛
本
と
光
悦
謡
本
の
詞
章
の
異
同
は
他
曲
で
も
見
ら
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
卯
月
本
に
よ
り
類
似
す
る
曲
も
あ
る（
筑
波
大
学
図

書
館
蔵
肥
前
唐
津
藩
小
笠
原
家
旧
蔵
「
謡
本　

二
十
七
番
」
所
収
「
兼
平
」「
野
宮
」
な
ど
）。

写
本
に
し
ろ
版
本
に
し
ろ
、
厳
密
な
校
正
を
行
な
い
な
が
ら
制
作
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
く
ら
い
の
異
同
は
小
さ

な
問
題
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
光
悦
謡
本
系
・
元
和
卯
月
本
系
と
い
う
分
類
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
身
愛
が
あ
る
時
点
で
「
光
悦
謡
本
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【
写
真
19
】

ａ
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
上
製
本
「
大
原
御
幸
」
２
丁
表

ｂ
鴻
山
文
庫
蔵
元
和
卯
月
本
「
大
原
御
幸
」
２
丁
裏

ｃ
国
立
能
楽
堂
蔵
観
世
身
愛
奥
書
謡
本
「
大
原
御
幸
」
２
丁
裏
～
３
丁
表

ｄ
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
色
替
り
異
装
本
「
大
原
御
幸
」
２
丁
裏
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系
」
の
詞
章
を
厳
格
に
定
め
、
ま
た
後
の
時
点
で
「
元
和
卯
月
本
系
」
の
詞
章
を
定
め
た
わ
け
で
も
あ
る
ま
い
。
身
愛
の
詞
章
改
訂
作
業

は
漸
次
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
、
慶
長
年
間
と
身
愛
本
と
光
悦
謡
本
と
元
和
卯
月
本
の
間
に
微
妙
な
〝
揺
れ
〟
が
生
じ
る

の
は
必
然
だ
と
も
い
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
光
悦
謡
本
の
刊
行
に
身
愛
自
身
や
玄
人
が
関
与
し
て
い
た
と
考
え
る
必
要
は
な
い
と
思
え
る

の
で
あ
る
。
表
は
光
悦
謡
本
へ
の
玄
人
の
関
与
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

�

そ
の
よ
う
な
改
訂（
稿
者
注
：
室
町
時
代
の
詞
章
を
観
世
大
夫
が
改
訂
し
た
こ
と
）が
か
な
り
進
ん
だ
段
階
の
、
元
和
卯
月
本
に
近
い
本
文
を
光
悦
謡
本

【
写
真
20
】

ａ
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
上
製
本
「
大
原
御
幸
」
４
丁
表

ｂ
鴻
山
文
庫
蔵
元
和
卯
月
本
「
大
原
御
幸
」
４
丁
表

ｃ
国
立
能
楽
堂
蔵
観
世
身
愛
奥
書
謡
本
「
大
原
御
幸
」
６
丁
表

ｄ
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
色
替
り
異
装
本
「
大
原
御
幸
」
４
丁
表
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は
持
っ
て
い
る
。
そ
の
刊
行
に
観
世
大
夫
自
身
、
ま
た
そ
れ
に
近
い
筋
の
人
物
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
確
か
で
あ
ろ
う
。

観
世
大
夫
身
愛
節
付
の
百
番
程
度
の
揃
本
を
底
本
と
し
て
採
用
し
た
な
ど
と
考
え
れ
ば
、
必
ず
し
も
観
世
流
玄
人
の
直
接
の
参
画
を

考
慮
し
な
く
と
も
よ
い
こ
と
に
な
る
が
、
特
製
本
や
上
製
本
が
節
付
に
採
用
し
て
い
る
「
入
」
を
、
色
替
り
本
や
袋
綴
本
の
多
く
で

は
元
和
卯
月
本
と
同
様
に
ハ
ネ
ブ
シ
の
ゴ
マ
に
近
い
上
向
き
の
ゴ
マ
で
代
用
し
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
光
悦
謡
本
の
内
部
に
当
時
の

観
世
流
の
変
化
が
投
影
し
て
い
る
例
で
あ
る
。
玄
人
の
関
与
を
想
定
す
る
こ
と
が
自
然
で
あ
ろ
う
。（『
図
説　

光
悦
謡
本
』）

以
上
の
よ
う
に
、
表
は
「
当
時
の
観
世
流
の
変
化
」
が
投
影
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
観
世
大
夫
な
い
し
玄
人
の
関
与
を
想
定
し
て
い
る
わ

け
だ
が
、
光
悦
謡
本
の
刊
行
の
主
導
者
が
身
愛
や
玄
人
だ
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
稿
者
も
玄
人
の
関
与
を
完
全
否
定
す
る
わ
け

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
後
見
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。

そ
う
考
え
る
根
拠
と
し
て
、
日
爪
忠
兵
衛
宗
政
手
沢
本（
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
・
能
楽
研
究
所
蔵
）・
下
里
次
郎
大
夫
家
昌
本（
法
政
大

学
鴻
山
文
庫
蔵
）に
注
目
し
た
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
伊
海
稿
「
玉
屋
謡
本
の
研
究（
四
）」
で
も
述
べ
た
が
、
こ
こ
で
改
め
て
再

論
す
る
。
日
爪
は
も
と
も
と
上
方
在
住
の
町
人
で
、
後
に
松
山
藩
に
役
者
と
し
て
仕
え
た
人
物
で
、
下
里
は
桑
名
の
商
人
で
あ
っ
た（
伊
海

「
下
里
次
郎
大
夫
家
昌
奥
書
本
の
周
辺
」（『
能
と
狂
言
』
七
号
、
二
〇
〇
九
年
四
月
）。
両
者
の
接
点
は
管
見
に
入
っ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
謡
本
を
見
る
と
、

自
身
の
手
沢
本
だ
っ
た
ら
し
い
室
町
時
代
の
観
世
流
謡
本（
元
頼
本
系
）を
永
井
右
近
所
持
身
愛
本
な
ど
で
訂
正
し
て
い
る
と
い
う
共
通
の

特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
日
爪
本
「
丹
後
物
狂
」
の
奥
書
か
ら
は
、
日
爪
は
本
阿
弥
光
悦
や
貿
易
商
の
田
中
勝
介
な
ど
と
謡
を
介
し
て
交
流

が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
謡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
身
愛
の
詞
章
が
共
有
さ
れ
、
そ
れ
を
自
身
の
謡
本
へ
反
映
さ
せ
て
い
く
過
程

が
見
て
取
れ
る
。
当
然
、
こ
う
し
た
手
沢
本
の
成
り
立
ち
に
玄
人
が
直
接
的
に
関
与
し
た
わ
け
で
は
な
く
、「
関
与
」
が
あ
る
と
し
た
ら
、

こ
う
し
た
身
愛
の
詞
章
の
提
供
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

光
悦
謡
本
の
底
本
の
制
作
も
こ
の
日
爪
本
・
下
里
本
の
営
み
に
近
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
先
に
述
べ
た
身
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愛
本
と
光
悦
謡
本
の
間
の
微
妙
な
〝
揺
れ
〟
も
説
明
で
き
る
。
光
悦
謡
本
の
底
本
は
、
身
愛
か
ら
提
供
さ
れ
た（
も
し
く
は
こ
の
た
め
に

身
愛
が
作
っ
た
）そ
の
時
期
の
「
正
本
」
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、
素
庵
は
入
手
し
得
た
謡
本
を
も
と
に
作
成
さ
れ
、
さ
ら
に
新
し
い
節
付

を
徐
々
に
反
映
し
た
謡
本
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
、
光
悦
謡
本
は
そ
の
装
丁
の
豪
華
絢
爛
さ
や
観
世
謡
本
と
し
て
は
最
初

の
揃
本
刊
本
で
あ
る
と
い
う
特
色
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
大
事
業
は
観
世
大
夫
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
な
け
れ
ば
な
し
得
な
い

と
い
う
先
入
観
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
、
他
の
嵯
峨
本
や
古
活
字
版
の
底
本
の
例
を
見
て
も
、
善
本
が
選
択
さ
れ
る
わ
け
で
は

な
く
、
刊
行
者
が
た
ま
た
ま
入
手
で
き
た
テ
キ
ス
ト
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る（
小
秋
元
「
古
活
字
版
の
底
本
と
本
文
─
嵯
峨
本
と

そ
の
周
辺
を
事
例
に
─
」（
研
究
集
会
「
近
世
初
期
出
版
文
化
の
中
の
謡
本
─
光
悦
謡
本
を
例
に
─
」
二
〇
二
一
年
二
月
二
一
日
）、
高
木
「
本
文
は
刊
行
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
─
要
法
寺
版
『
沙
石

集
』
を
糸
口
に
し
て
─
」（『
中
世
文
学
』
六
二
号
、
二
〇
一
七
年
六
月
）後
『
中
近
世
移
行
期
の
文
化
と
古
活
字
版
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
〇
年
）所
収
）。
散
文
の
事
例
を
そ
の
ま
ま
謡

本
に
当
て
は
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
が
、
謡
本
の
刊
行
で
も
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
以
上
に
、
個
人
的
な
営
み
で
あ
っ
た
状
況
を

想
定
し
て
も
良
い
と
考
え
る
。
光
悦
謡
本
の
刊
行
は
素
庵
が
主
導
で
進
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
身
愛
が
関
与
し
た
と
し
た
ら
そ
れ
は
新

し
い
詞
章
の
提
供
と
い
っ
た
、
後
方
支
援
に
近
い
関
わ
り
方
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
刊
行
者
の
問
題
は
様
々
な
異
論
も
あ
る
だ

ろ
う
。
大
方
の
ご
批
判
を
仰
ぎ
た
い
。

七
、
光
悦
謡
本
以
降
の
謡
本
と
観
世
大
夫
─
ま
と
め
に
か
え
て
─

室
町
時
代
に
二
系
統
あ
っ
た
観
世
流
の
詞
章
が
、
江
戸
時
代
初
期
に
統
一
さ
れ
、
そ
れ
を
進
め
た
の
は
観
世
身
愛
で
あ
り
、
そ
の
改
訂

を
も
と
に
前
掲
の
主
要
江
戸
時
代
初
期
刊
本
三
種
が
刊
行
さ
れ
た
と
い
う
理
解
が
こ
れ
ま
で
の
観
世
流
謡
本
史
の
捉
え
方
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
元
和
卯
月
本
の
刊
行
ま
で
に
光
悦
謡
本
系
・
玉
屋
謡
本
系
と
い
う
系
統
が
生
ま
れ
る
ほ
ど
の
明
確
な
段
階
が
あ
っ
た
と
考
え
る
必

要
は
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
卯
月
本
の
詞
章
の
特
徴
は
、
す
で
に
慶
長
十
年
ご
ろ
の
身
愛
節
付
本
か
ら
も
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。



61　光悦謡本帖装本再検�─版式・分類・刊年・刊行者の諸問題─

身
愛
に
よ
る
詞
章
は
慶
長
か
ら
元
和
に
か
け
て
漸
次
行
わ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
こ
の
時
期
の
詞
章
の
流
動
性
は
「
光
悦
謡
本
」「
玉
屋

謡
本
」
と
い
う
経
過
地
点
を
作
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
、
か
え
っ
て
捉
え
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
詞
章
は
謡
本
一

組
単
位
で
変
遷
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
前
述
の
と
お
り
一
曲
ご
と
に
そ
の
過
程
が
異
な
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
う
し
た
様
相
を
踏

ま
え
て
も
、
光
悦
謡
本
は
身
愛
詞
章
改
訂
の
過
程
で
制
作
さ
れ
た
謡
本
の
一
つ
と
捉
え
れ
ば
十
分
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
稿
者
の
考
え
で

あ
る
。

こ
の
考
え
方
は
、
光
悦
謡
本
以
降
の
謡
本
の
捉
え
方
に
も
影
響
を
与
え
る
。
竹
本
幹
夫
は
実
質
光
悦
謡
本
の
異
版
に
近
い
古
活
字
玉
屋

謡
本
に
つ
い
て
「
観
世
大
夫
の
校
閲
を
経
て
い
な
い
、
光
悦
本
の
雑
多
な
版
に
基
づ
く
海
賊
版
で
あ
り
、
謡
本
と
し
て
の
正
当
性
に
は
疑

問
な
し
と
し
な
い
」
と
述
べ
て
い
る（「
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵　

古
活
字
玉
屋
謡
本
に
つ
い
て
」『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
六
六
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
）。
こ
の
言
説

に
基
づ
く
な
ら
光
悦
謡
本
は
い
わ
ゆ
る
正
本
の
よ
う
な
位
置
づ
け
と
な
り
、、
古
活
字
玉
屋
謡
本
が
そ
の
「
海
賊
版
」
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
時
代
の
刊
本
謡
本
を
こ
の
二
極
で
捉
え
ら
れ
る
か
に
疑
問
が
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
近
世
初
期
の
謡
本
刊
本
は
、
大
夫
が
直
接
的
に
関
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

光
悦
謡
本
帖
装
本
を
も
と
に
虎
屋
良
有
が
刊
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
光
悦
謡
本
袋
綴
別
製
普
通
本
や
、
古
活
字
玉
屋
謡
本
に
基
づ
き
な
が

ら
観
世
大
夫
の
「
章
句
」
を
摂
取
し
刊
行
さ
れ
た
整
版
玉
屋
謡
本
は
、
元
和
卯
月
本
に
近
づ
い
た
内
容
と
は
い
え
、
観
世
大
夫
が
刊
行
に

関
わ
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
さ
ら
に
肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
観
世
黒
雪
本
謡
曲
や
鴻
山
文
庫
蔵
黒
雪
章
句
中
本
も
な
ど
の
刊
本
も
同
様

の
扱
い
に
な
る
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
刊
行
が
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
の
観
世
流
謡
本
全
体
か
ら
見
る
と
、
最
初
期
の
観
世
流
謡
本
刊
本
は

「
海
賊
版
」
群
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
り
、
光
悦
謡
本
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
た
方
が
自
然
だ
と
も
考
え
ら

れ
、
こ
の
謡
本
の
み
を
「
正
本
」
の
よ
う
に
扱
う
明
確
な
根
拠
も
な
い
と
言
え
る
。

さ
ら
に
い
え
ば
、
観
世
流
謡
本
史
の
中
で
は
詞
章
変
遷
の
基
準
軸
の
一
つ
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
元
和
卯
月
本
で
さ
え
も
、
い
わ
ゆ
る
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「
正
本
」
と
い
え
る
か
聊
か
疑
念
が
あ
る
。
こ
の
本
は
黒
雪
の
関
与
が
濃
厚
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
表
向
き
は
高
弟
の
石
田
少
左
衛

門
友
雪
が
刊
行
者
と
な
っ
て
お
り
、
加
え
て
観
世
文
庫
に
は
黒
雪
の
関
与
を
公
表
し
な
い
こ
と
を
誓
約
す
る
起
請
文
ま
で
残
っ
て
い
る

（
表
き
よ
し
「
元
和
卯
月
本
刊
行
の
背
景
─
観
世
文
庫
蔵
「
正
田
・
北
村
起
請
文
」」『
銕
仙
』
四
四
〇
号
、
一
九
九
六
年
二
月
）。
な
ぜ
、
黒
雪
は
謡
本
刊
行
に
関
与
し
た
こ
と

を
表
沙
汰
に
し
た
く
な
か
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
う
し
た
姿
勢
か
ら
、
元
和
卯
月
本
で
さ
え
大
夫
公
認
の
謡
本
と
喧
伝
す
る
こ

と
を
避
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、「
観
世
左
近
」
の
章
句
を
も
と
に
「
秘
密
之
拍
子
」
と
い
わ
れ
る
間
拍
子
を
加
え
た
「
寛

永
中
本
」
が
複
数
種
刊
行
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
刊
行
に
観
世
大
夫
が
関
与
し
て
い
た
と
は
考
え
が
た
い
。
こ
れ
ら
の
中
本
は
、
節
付
は

卯
月
本
で
あ
る
が
本
文
は
玉
屋
謡
本
系
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が（『
鴻
山
文
庫
蔵
能
楽
資
料
解
題�

上
』
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
編
、
一
九
九
〇
年
）、
各
曲
の
性
格

は
そ
の
よ
う
に
断
定
で
き
ず
、
様
々
な
詞
章
の
寄
せ
集
め
的
な
本
だ
と
も
い
え
、
前
述
し
た
写
本
的
な
性
格
が
よ
り
濃
厚
な
の
で
あ
る

（
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
）。
こ
う
し
た
大
夫
の
関
与
を
謳
う
「
海
賊
版
」
に
対
し
て
、
大
夫
側
は
明
確
な
対
応
を

し
て
い
な
い
わ
け
な
の
で
、
少
な
く
と
も
当
時
は
「
海
賊
版
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
が
貼
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
江
戸

時
代
初
期
観
世
流
謡
本
刊
本
を
「
正
本
」
と
「
海
賊
版
」
の
二
項
で
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

江
戸
時
代
初
期
は
、
出
版
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
時
代
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
写
本
に
よ
る
謡
本
伝
授
を
基
本
と
し
て
い
た
能
の
玄
人
た

ち
は
、
新
た
に
出
現
し
た
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
わ
り
方
を
判
り
か
ね
て
い
た
と
も
想
像
さ
れ
る
。
元
和
卯
月
本
刊
行
に
際
し
て
、
観
世
大
夫

が
先
の
起
請
文
を
書
か
せ
た
の
も
、
そ
の
よ
う
な
書
籍
文
化
の
変
化
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
の
よ
う
な
変
革
の
時
代

に
、
積
極
的
に
新
た
な
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
た
の
は
、
素
人
た
ち（
も
し
く
は
群
小
猿
楽
出
自
す
る
役
者
た
ち
）だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

大
夫
な
ど
の
権
威
者
が
一
方
的
に
詞
章
を
与
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
素
人
た
ち
が
比
較
的
自
由
に
共
有
し
て
い
く
よ
う
な
文
化
の

中
で
、
謡
本
が
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
た
い
。
そ
の
中
で
、
観
世
大
夫
が
ど
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
で
刊
本
に
関
わ
っ
て
い
た
か
を
示
す
資
料

は
僅
少
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
刊
本
謡
本
研
究
は
大
夫
中
心
の
視
点
か
ら
状
況
証
拠
を
も
と
に
論
じ
ら
れ
て
い
た
と
い
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え
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
素
人
中
心
の
視
点
か
ら
、
も
う
一
度
大
夫
の
関
与
を
再
検
討
し
て
み
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
謡
本
研
究
に

必
要
だ
と
考
え
ら
れ
、
光
悦
謡
本
も
こ
の
再
検
討
の
対
象
の
例
外
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

（
注
）

１　

身
愛
本
「
忠
度
」
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
観
世
ア
ー
カ
イ
ブ
」
掲
載
「
慶
長
十
年
観
世
身
愛
奥
書　

忠
度
」
を
用
い
る
。
な
お
、
こ
の
該
当
箇
所

の
画
像
は
、
本
稿
に
は
掲
載
し
て
い
な
い
。

２　

林
進
に
は
、
角
倉
素
庵
の
書
写
・
出
版
活
動
に
つ
い
て
枚
挙
に
暇
が
な
い
ほ
ど
の
研
究
が
あ
る
。
本
稿
も
そ
れ
ら
に
触
発
さ
れ
た
点
が
多
い
。

こ
こ
で
は
、
林
の
研
究
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
詰
ま
っ
た
『
特
別
展　

没
後
三
七
〇
年
記
念　

角
倉
素
庵
』（
大
和
文
華
館
、
二
〇
〇
二
年
）の
み
挙
げ

て
お
く
。
ま
た
、
そ
の
林
の
研
究
を
踏
ま
え
た
小
秋
元
段
の
研
究（
主
要
な
も
の
に
『
増
補　

太
平
記
と
古
活
字
版
の
研
究
』（
新
典
社
、

二
〇
一
八
年
）、
高
木
浩
明
の
研
究（
主
要
な
も
の
に
『
中
近
世
移
行
期
の
文
化
と
古
活
字
版
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
〇
年
）な
ど
か
ら
も
多
く
の

示
唆
を
得
て
い
る
。

【
付
記
】

　

本
稿
は
、
二
〇
二
一
年
二
月
二
一
日
に
開
催（
オ
ン
ラ
イ
ン
）し
た
「
研
究
集
会　

近
世
初
期
出
版
文
化
の
中
の
謡
本
」
に
お
け
る
報
告

「
光
悦
謡
本
研
究
の
問
題
点
─
分
類
・
組
版
／
刊
行
年
／
刊
行
者
・
底
本
─
」
を
も
と
に
、
そ
の
後
の
調
査
の
成
果
を
加
え
た
も
の
で
あ

る
。
本
研
究
集
会
で
は
、
竹
本
幹
夫
先
生
・
小
秋
元
段
先
生
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
報
告
を
い
た
だ
い
た
。
あ
ら
た
め
て
篤
く
御
礼
申

し
上
げ
る
。
ま
た
当
日
、
ご
出
席
い
た
だ
い
た
方
か
ら
も
多
く
の
ご
示
唆
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
写
真
掲
載
に

は
、
檜
書
店
・
宮
城
県
図
書
館
・
国
立
能
楽
堂
よ
り
ご
高
配
賜
っ
た
。
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
資
料
は
、
同
館
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
「
国
立
国
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会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
利
用
し
た
。
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
助
成
金
基
盤
研
究（
Ｃ
）「
江
戸
時
代
初

期
に
お
け
る
謡
本
出
版
過
程
と
そ
の
文
化
的
背
景
に
関
す
る
研
究
」（
研
究
課
題
：17K

02426

）、
同
基
盤
研
究（
Ｃ
）「
謡
本
出
版
揺
籃

期
に
お
け
る
書
肆
の
活
動
と
謡
本
伝
播
を
め
ぐ
る
研
究
」（
研
究
課
題
：20K
00349

）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


